
例年にない寒波に見舞われた冬でしたが、新成人の門出を祝うこの日には、低くたれこめる

厚い雲もなりを潜め、緩やかな日射しが祝福しているかの様でした。

今年、成人記念祭を迎えた新成人７２３名（男性３７８名・女性３４５名）は受付開始の午

前９時よりも早くから会場である文化ホールに続々と詰めかけ、懐かしい友人たちとの再会を

喜び合う姿が数多くみられました。また、式典では、新成人１０名からなる泉南市成人記念祭

実行委員会の企画のもと、会場での新成人へのインタビューをはじめ、２部で行われた振り

袖・羽織袴姿でのバンド演奏など自分たちの力で成人記念祭を成功させようという姿勢が随所

にみる事ができ、その若い力に大きな期待を感じさせてくれるものでした。 （１月９日）
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▼老年者控除の廃止＝平成１７年度

まで、６５歳以上で合計所得金額が

１，０００万円以下の人には「老年

者控除」として４８万円の所得控除

がありましたが、この控除は、平成

１８年度課税分（平成１７年中の所

得にかかる分）から廃止されます。

▼公的年金等の控除額引き下げ＝平

成１７年度まで、６５歳以上の人の

公的年金等に対しては最低１４０万

円の控除がありましたが、この控除

は平成１８年度課税分（平成１７年

中の所得にかかる分）から、最低１

２０万円に引き下げられます。

▼６５歳以上の人の公的年金等控除

額の改正＝下表のとおり※今回の税

制改正において、６５歳未満の人に

ついては改正なし

▼老年者非課税措置の廃止＝平成

１７年度まで、６５歳以上で前年の

合計所得金額が１２５万円以下の人

は非課税でしたが、その措置が廃止

されます。ただし、経過措置として、

平成１７年１月１日現在６５歳以上

で平成１７年分の所得が１２５万円

以下の人には、平成１８年度課税分

については所得割額および均等割額

をそれぞれ２／３ずつ減額し、平成

１９年度課税分（平成１８年分の所

得が１２５万円以下の人）について

はそれぞれ１／３ずつ減額します。

平成２０年度課税分からは通常の課

税になります。

▼均等割を負う夫と生計を一にする

妻の均等割額＝平成１６年度まで、

均等割を納める夫と生計を一にする

妻で夫と同じ市町村内に住所を有す

る人については均等割（所得金額に

かかわらず、一定額を納めていただ

くもの）がかかりませんでした。こ

の措置は廃止され、平成１７年度課

税分は経過措置として１／２の減額

となっていました。平成１８年度課

税分（平成１７年中の所得にかかる

分）からは通常の課税になります。

▼定率減税の半減＝平成１７年度ま

で、所得割額の１５％が一律に減税

（上限額４万円）されていましたが、

平成１８年度課税分（平成１７年中

の所得にかかる分）は減税額が半減

（上限額２万円）されます。

▼問合せ＝課税課市民税係（内線２

５１・２３８）

▼申告受付期間＝２月１６日貅～３月１５日貉

▼受付時間＝午前９時～正午、午後０時４５分～午後

５時１５分（土・日は除く）

▼申告が必要な人＝▽平成１８年１月１日現在、泉南

市に住所があり平成１７年中に収入のあった人▽所得

のない人で、誰の扶養親族にもなっていない人

▼申告をしなくてもよい人＝▽税務署に所得税の確定

申告をする人▽給与所得のみの人で、勤務先から給与

支払報告書（年末調整済）が提出される人

▼注意＝平成１７年中に学生、家事手伝い、病気療養

等で無職、無収入であった人も所得証明や非課税証明

の発行に必要ですので、申告にご協力ください。

※なお、申告は郵送でも受付いたします。

▼申告に必要なも

の＝右のとおり

▼問合せ＝課税課

市民税係（内線２

５１・２３８）

平成１７年度まで 平成１８年度から 

公的年金等の収入額（A） 

２６０万円以下 

２６０万円超～４６０万円以下 

４６０万円超～８２０万円以下 

８２０万円超 

１４０万円 

（A）×２５%＋　７５万円 

（A）×１５%＋１２１万円 

（A）×  ５%＋２０３万円 

１２０万円 

（A）×２５%＋　３７.５万円 

（A）×１５%＋　７８.５万円 

（A）×　５%＋１５５.５万円 

３３０万円以下 

３３０万円超～４１０万円以下 

４１０万円超～７７０万円以下 

７７０万円超 

公的年金等控除額 公的年金等の収入額（A） 公的年金等控除額 

市・府民税申告用紙 

印鑑（みとめ印） 

給与所得の方 

公的年金等の方 公的年金等の源泉徴収票 

源泉徴収票・雇用主の支 
払証明書・給与明細書等 

事業主の方 

各種控除証明書類 

収入と経費のわかる帳簿等 

下表参照 

２

今月の主な内容

消防本部
水道部
清掃課
保健センター
市民体育館
文化ホール
図書館
青少年センター
人権ふれあいセンター
樽井公民館
新家公民館
信達公民館
西信達公民館
あいぴあ泉南
古代史博物館
人権推進部

薀祕０１１９
薀祗６５５１
薀祟５８７５
薀祗７６１５
薀祗１０００
薀祗７７６７
薀祗７７６６
薀祚３５００
薀祟６４４７
薀祟４３６１
薀祟９３１４
薀祟９２６４
薀祟９２７０
薀祕０７０７
薀祟６７８９
薀祀２８５５

記事中の問い合わせ
内線番号が書かれたものは、
市役所（薀83-0001）へ
その他については、下記へ

泉南市の人口（12月末現在）
人　口‥‥‥65,944人
男‥‥‥‥32,102人
女‥‥‥‥33,842人

世帯数‥‥‥24,064世帯

「広報せんなん」をホームページで

閲覧できます。

アドレス:http://www.city.sennan.

osaka.jp/jyoukan/catv_kouhou/ko

uhou/kouhou1.htm

税務署では、納税者の方々が自分自身

で確定申告書や収支内訳書等を作成し、

職員は作成のための助言を行う「自書申

告」を推進しています。

「確定申告書の書き方」「前年分の申

告書控」などを参考に、申告書等を自分

で作成して早めに郵送等により提出しま

しょう。

◎申告書の提出・納付の期限
▼贈与税および申告所得税の確定申告＝

３月１５日貉まで

▼個人事業者の消費税および地方消費税

の確定申告＝３月３１日貊まで

★税務署では、通常の土・日・祝日は業

務を行っておりません。ただし、泉佐野

税務署では、２月１９日・２６日の日曜

日に限り申告の相談と申告書の受付を行

います。この２日間は混雑が予想されま

す。電車・バス等の利用をお願いします。

◎無料地区相談所の開設について
税理士による無料相談所を開設しま

す。税に関するアドバイスが無料で受け

られますので、お気軽にご利用ください。

※近畿税理士会泉佐野支部から派遣され

た税理士が無料で相談に応じます

※混雑状況により入場を制限する場合が

あります

※贈与税および譲渡所得に関する相談は

行っておりません

◎申告書　自分で書いて　郵送で邇
税務署でのご相談等は混雑しますの

で、郵送による確定申告書の提出にご協

力ください。なお、申告書の「控」が必

要な方は、返信用封筒・切手を同封して

ください。

▼送り先＝〒５９８－００２１泉佐野市

日根野３６８３－１　泉佐野税務署行

◎納税は安全・便利な口座振替を
所得税・消費税の納税は、便利で安

全・確実な口座振替をご利用ください。

▼振替日＝▽申告所得税／４月２０日貅

▽消費税・地方消費税／４月２７日貅

◎還付申告について
各市町の税務課窓口で還付申告書をお

預かりして、税務署へ提出することがで

きます。なお、受付印が必要な方は税務

署へ提出してください。

◎還付金の受取は銀行口座振込で
確定申告書に、申告者本人の取引金融

機関名、預金の種類、口座番号の記入を

お忘れなく。また、申告が集中しますと、

お支払までに２～３か月かかることがあ

りますので、ご了承ください。

◎消費税の届出はお済みですか？
新たに課税事業者となられる方は「消

費税課税事業者届出書」を納税地の税務

署に提出してください。日々の記帳と請

求書等両方の保存が必要です。

◎パソコンで確定申告書を作成邇
国税庁ホームページに、パソコン画面

から金額等の必要事項を直接入力するこ

とにより、税額等を自動計算し、確定申

告書が作成できる「確定申告書等作成コ

ーナー」を掲載しております。

▼国税庁ホームページ＝http://www.

nta.go.jp

◎申告期限間際は大変混雑します
確定申告期限前の１週間で、総提出件

数の５割強が提出されています。この期

間、税務署は大変混雑しておりますので

早めの提出をお願いします。

▼問合せ＝泉佐野税務署薀磆３４７１

□平成１８年

成人記念祭　 …1

□税の情報　　　　…2～3

□情報ＢＯＸ　　　…4～9

□information（お知らせ）

…10～17

□人権コーナー　…18～19

□健康コーナー …20～21

□まちかどスナップ

…22～23

□ふるさと歴史紀行　…24

あいぴあ泉南 

２月２０日豺２月２０日豺 
　　～２４日貊　　～２４日貊 
午前９時半～正午 
　午後１時～４時 

２月２７日豺２月２７日豺 
　～３月３日貊　～３月３日貊 
午前１０時～正午 
　午後１時～４時 

イオンりんくう泉南 
ショッピングセンター 
（イオンホール） 

平成１７年分の所得税の確定申告書は
自分で作成して早めに提出しましょう



▼
対
象
＝
保
護
者
等
が
昼
間
家

庭
に
い
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い
鳴
滝
第
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第
二

小
学
校
児
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（
新
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年
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〜
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）
▼
申
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布
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鳴
滝
第
一
小
学
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鳴
滝
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二
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学
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青
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セ
ン
タ

ー
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
三
月

六
日
豺
（
土
日
祝
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を
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く
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ま
で
の
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前
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時
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午
後
五
時
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、
保
険
料
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〇
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を
添
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て
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セ
ン
タ
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▼
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き
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五
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午

前
八
時
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五
時
▼
と
こ

ろ
＝
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都
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タ
ー
・
コ
カ
コ
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▼
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の
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〇
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、
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五
〇
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料
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込
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問

合
せ
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十
五
日
貉
午
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五

時
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着
）
ま
で
に
往
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ハ
ガ
キ

か
Ｅ
メ
ー
ル
で
、
地
球
・
未

来
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思
い
や
り
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加
希
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、
参

加
者
・
保
護
者
氏
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（
ふ
り
が

な
）、
住
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、
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話
番
号
、
学
校

名
、
学
年
、
参
加
人
数
を
記
入

の
上
、
青
少
年
セ
ン
タ
ー
へ

〜
大
震
下
の
動
物
た
ち

そ
の
と
き
動
物
園
は
〜

職
員
の
方
か
ら
当
時
の
様
子

を
お
聞
き
し
ま
す
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と
き
＝

三
月
四
日
貍
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前
九
時
〜
午
後

四
時
▼
と
こ
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＝
神
戸
市
立
王

子
動
物
園
▼
対
象
＝
市
内
の

小
・
中
学
生
と
そ
の
保
護
者

（
小
学
三
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生
以
下
は
保
護
者
同

伴
）
▼
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十
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多
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の
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は
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）
▼
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小
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無
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〇
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大
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〇
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入
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料
）
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加
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者
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者
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（
ふ
り
が
な
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電

話
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号
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校
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年
を
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へ

▼
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〜
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▼
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世
界
の
国
を
知
ろ
う
参
加
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、

参
加
者
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氏
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（
ふ
り

が
な
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住
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電
話
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号
、
学
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、
学
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、
参
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を
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の
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へ

▼
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一
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各
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の
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合
は
抽
選
）▼
参
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〇
〇
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▼
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せ
＝
二
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）
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で
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か
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参
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（
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か
）、

参
加
者
・
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者
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名
（
ふ
り

が
な
）、
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所
、
電
話
番
号
、
学

校
名
、
学
年
、
参
加
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数
を
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入
の
上
、
青
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タ
ー
へ

▼
と
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＝
二
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十
八
日
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時
四
十
五
分
〜
十
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▼

と
こ
ろ
＝
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▼
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▼
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こ
の
会
▼
対
象
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十
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以
上
の
方
で
、
子
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に
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ど
を
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み
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た
い
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▼
定

員
＝
二
十
名
▼
参
加
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＝
無
料

▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
電
話
、
Ｅ

メ
ー
ル
で
青
少
年
セ
ン
タ
ー
へ

▼
と
き
＝
二
月
二
十
五
日
〜
三

月
十
八
日
の
毎
週
土
曜
日
午
後

一
時
〜
二
時
半
（
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回
）▼
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ろ
＝
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少
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ー
三
階

PC
ル
ー
ム
▼
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ン
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る
▼
対

象
＝
市
内
の
小
学
四
年
生
〜
中

学
三
年
生
▼
定
員
＝
二
十
名

（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）▼
参
加

費
＝
一
〇
〇
円
（
材
料
費
）▼
申

込
み
・
問
合
せ
＝
二
月
十
五
日

貉
午
後
五
時
（
必
着
）
ま
で
に
、

往
復
ハ
ガ
キ
か
Ｅ
メ
ー
ル
で
、

ネ
ッ
ト
の
表
と
裏
参
加
希
望
、

参
加
者
・
保
護
者
氏
名
（
ふ
り

が
な
）、
住
所
、
電
話
番
号
、
学

校
名
、
学
年
、
参
加
人
数
を
記

入
の
上
、
青
少
年
セ
ン
タ
ー
へ

▼
と
き
＝
二
月
二
十
二
日
〜
三

月
十
五
日
の
毎
週
水
曜
日
午
後

四
時
〜
五
時
半
（
全
四
回
）▼
と

こ
ろ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー
三
階

PC
ル
ー
ム
▼
内
容
＝
パ
ソ
コ
ン

で
で
き
る
ゲ
ー
ム
と
ク
ラ
フ
ト

▼
対
象
＝
市
内
の
小
学
一
年
生

〜
四
年
生
▼
定
員
＝
二
十
名

（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）▼
参
加

費
＝
一
〇
〇
円
（
材
料
費
）▼
申

込
み
・
問
合
せ
＝
二
月
十
五
日

貉
午
後
五
時
（
必
着
）
ま
で
に
、

往
復
ハ
ガ
キ
か
Ｅ
メ
ー
ル
で
、

ゲ
ー
ム
と
ク
ラ
フ
ト
参
加
希
望
、

参
加
者
・
保
護
者
氏
名
（
ふ
り

が
な
）、
住
所
、
電
話
番
号
、
学

校
名
、
学
年
、
参
加
人
数
を
記

入
の
上
、
青
少
年
セ
ン
タ
ー
へ

５

青
少
年
セ
ン
タ
ー
連
絡
先：

申
込
み
・
問
合
せ
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
〒
五
九
〇・〇
五
二
一
泉
南

市
樽
井
八
・十
三
・十
八

青
少
年
セ
ン
タ
ー
（e-

mail：
seishonen-center@

city.sennan.

lg.jp

／
薀
祚
３
５
０
０
蕭
祗
５
４
２
５
）

年

ン

タ

｜

青

少

セ

阪
神
淡
路
大
震
災
に

学
ぼ
う

sseishonen

読
み
聞
か
せ
講
習
会

を
開
催
し
ま
す

sseishonen

世
界
の
国
を
知
ろ
う

〜
ブ
ル
ガ
リ
ア
〜

sseishonen

放
課
後
児
童
会
入
会

希
望
者
を
募
集

sseishonen

ビ
ー
ズ
で

マ
ス
コ
ッ
ト

sseishonen

パ
ソ
コ
ン
教
室

ゲ
ー
ム
と
ク
ラ
フ
ト
sseishonen

地
球
・
未
来
・
思
い
や
り

私
た
ち
の
環
境
問
題

sseishonen

パ
ソ
コ
ン
教
室
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
表
と
裏

sseishonen

〜
教
育
家
族
か
ら生

活
家
族
へ
〜

子
ど
も
は
家
族
の
中
で
親
と

一
緒
に
生
活
を
つ
く
る
一
員
で

す
。「
あ
な
た
も
こ
の
家
で
必
要

な
ん
だ
よ
！
」
と
実
感
で
き
る

よ
う
な
生
活
家
族
に
つ
い
て
の

講
演
会
。
▼
と
き
＝
三
月
十
七

日
貊
午
前
十
時
半
〜
正
午
▼
と

こ
ろ
＝
サ
ラ
ダ
ホ
ー
ル
（
阪
南

市
）
▼
講
師
＝
広
木
克
行

ひ
ろ
き
か
つ
ゆ
き

さ
ん

（
神
戸
大
学
発
達
科
学
部
教
授
）

▼
参
加
費
＝
無
料
▼
一
時
保

育
＝
三
十
人
（
一
歳
半
以
上
就

学
前
の
子
ど
も
、
保
険
料
・
お

や
つ
代
と
し
て
一
〇
〇
円
が
必

要
）
定
員
を
超
え
た
場
合
は
三

月
二
日
貅
に
抽
選
し
、
全
員
の

方
に
貝
塚
市
立
浜
手
地
区
公
民

館
か
ら
連
絡
し
ま
す
▼
そ
の

他
＝
一
歳
半
未
満
の
子
ど
も
は

一
緒
に
入
場
可
▼
主
催
＝
阪
南

公
民
館
運
営
研
究
協
議
会
・
女

子
部
会
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝

二
月
二
十
四
日
貊
（
必
着
）
ま

で
に
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
ハ
ガ
キ
ま
た
は

Ｅ
メ
ー
ル
で
、
住
所
、
氏
名

（
ふ
り
が
な
）、
電
話
番
号
（
一

時
保
育
を
希
望
さ
れ
る
方
は
保

育
希
望
と
明
記
し
、
子
ど
も
の

氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
生
年
月
日
、

性
別
も
）
を
樽
井
公
民
館
、
子

育
て
講
演
会
係
へ

あ
な
た
の
演
奏
を
発
表
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
た
く
さ
ん
の
ご

応
募
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

▼
と
き
＝
三
月
十
九
日
豸
▼
と

こ
ろ
＝
樽
井
公
民
館
多
目
的
ホ

ー
ル
▼
対
象
＝
泉
南
市
内
お
よ

び
近
隣
地
域
で
活
動
し
て
い
る

グ
ル
ー
プ
ま
た
は
個
人
▼
参
加

費
＝
無
料
▼
定
員
＝
約
八
組
▼

そ
の
他
＝
演
奏
時
間
は
一
組
約

十
五
分
〜
二
十
分
程
度
▼
申
込

み
・
問
合
せ
＝
三
月
四
日
貍
ま

で
に
、
直
接
来
館
ま
た
は
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
、
代
表
者
の
連
絡
先
と
グ

ル
ー
プ
名
、
簡
単
な
内
容
を
樽

井
公
民
館
イ
ベ
ン
ト
係
へ

お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
も
子

ど
も
と
一
緒
に
部
屋
い
っ
ぱ
い

を
遊
び
場
に
、
か
ら
だ
を
使
っ

て
遊
び
ま
せ
ん
か
。
皆
様
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
▼

と
き
＝
三
月
十
一
日
貍
午
後
一

時
半
〜
三
時
半
▼
と
こ
ろ
＝
樽

井
公
民
館
多
目
的
ホ
ー
ル
▼
講

師
＝
岩
橋
由
梨

い
わ
は
し
ゆ
り

さ
ん
（
表
現
教

育
家
）
▼
内
容
＝
人
と
の
ふ
れ

あ
い
、
人
に
体
を
あ
ず
け
る
事

の
気
持
ち
よ
さ
を
ワ
ー
ク
の
中

で
体
感
し
ま
す
▼
対
象
＝
小
学

生
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

（
お
父
さ
ん
の
参
加
を
歓
迎
）
、

対
象
以
外
の
き
ょ
う
だ
い
の
参

加
も
可
（
必
ず
事
前
に
問
合
せ

く
だ
さ
い
）
▼
参
加
費
＝
無
料

▼
定
員
＝
二
十
五
組
▼
一
時
保

育
＝
十
名
（
一
歳
半
以
上
就
学

前
の
子
ど
も
）
※
い
ず
れ
も
多

数
の
場
合
は
抽
選
▼
そ
の
他
＝

動
き
や
す
く
、
汚
れ
て
も
い
い

服
装
で
参
加
く
だ
さ
い
▼
申
込

み
・
問
合
せ
＝
二
月
二
十
一
日

貂
（
必
着
）
ま
で
に
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

ハ
ガ
キ
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
参

加
者
全
員
の
氏
名（
ふ
り
が
な
）、

性
別
、
子
ど
も
の
学
年
、
住
所
、

電
話
番
号
（
一
時
保
育
を
希
望

さ
れ
る
方
は
子
ど
も
の
氏
名

（
ふ
り
が
な
）、
生
年
月
日
、
性

別
も
）
を
樽
井
公
民
館
あ
そ
び

塾
係
へ

育
児
中
の
今
だ
か
ら
こ
そ
で

き
る
遊
び
を
と
お
し
て
、
た
く

さ
ん
の
お
友
だ
ち
と
お
話
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
▼
と
き
＝
笊
二

月
九
日
笆
十
六
日
笳
三
月
九
日

笘
十
六
日
の
木
曜
日
、
時
間
は

す
べ
て
午
前
十
時
〜
十
一
時
半

▼
と
こ
ろ
＝
笊
笳
樽
井
公
民
館

笆
笘
信
達
公
民
館
▼
内
容
＝
笊

笆
ス
ラ
イ
ム
で
遊
ぼ
う
笳
笘
親

子
で
工
作
を
楽
し
も
う
▼
対

象
＝
就
学
前
の
子
ど
も
と
そ
の

保
護
者
▼
参
加
費
＝
無
料
（
た

だ
し
、
笊
笆
の
み
材
料
費
実
費

が
必
要
）
▼
持
ち
物
＝
笊
笆
持

ち
帰
り
用
容
器
笳
笘
割
り
箸
、

発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
の
ト
レ
ー
、

毛
糸
▼
問
合
せ
＝
樽
井
公
民
館

広
く
て
、
お
も
ち
ゃ
も
あ
る
、

じ
ゅ
う
た
ん
敷
き
の
お
部
屋
で

遊
び
ま
せ
ん
か
。
▼
と
き
＝
二

月
二
十
四
日
貊
、
三
月
二
十
四

日
貊
時
間
は
す
べ
て
午
前
十
時

〜
十
一
時
半
▼
と
こ
ろ
＝
樽
井

公
民
館
大
会
議
室
▼
参
加
費
＝

無
料
▼
そ
の
他
＝
す
こ
や
か
新

聞
を
お
配
り
し
ま
す
▼
問
合

せ
＝
樽
井
公
民
館

樽
井
公
民
館
の
一
階
の
部
屋
が

あ
い
て
い
る
日
曜
日
の
み
、
自
習

室
と
し
て
開
放
し
て
い
ま
す
。
▼

と
き
＝
毎
週
日
曜
日
（
行
事
等
に

よ
っ
て
利
用
で
き
な
い
時
も
あ
り

ま
す
）
午
前
九
時
十
五
分
〜
午
後

五
時
▼
対
象
＝
決
ま
り
を
守
っ
て

利
用
で
き
る
人
▼
参
加
費
＝
無
料

▼
そ
の
他
＝
入
退
室
時
に
、
自
習

室
利
用
記
録
表
に
必
要
事
項
を
書

い
て
く
だ
さ
い
▼
問
合
せ
＝
樽
井

公
民
館

４

樽
井
公
民
館
連
絡
先：

申
込
み
・
問
合
せ
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
〒
五
九
〇
・
〇
五
二
一

泉
南
市
樽
井
六
・
十
一
・
十
六
　
樽
井
公
民

館
（e-m

ail：
tarui-k@

city.sennan.

lg.jp

／
薀
祟
４
３
６
１
蕭
祟
４
３
８
０
）

公

館

樽

井

民

乳
幼
児
に
遊
び
場
を

提
供
し
ま
す

ttarui

生
き
る
力
を
育
て
る

子
育
て
講
演
会

ttarui

ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク

コ
ン
サ
ー
ト
出
演
者
募
集
ttarui

お
と
な
が
学
ぶ
、
子
ど

も
に
学
ぶ「
あ
そ
び
塾
」ttarui

親
と
子
の
広
場
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

ttarui

日
曜
日
に
自
習
室
を

開
放
し
て
い
ま
す

ttarui



十
二
分
「
金
熊
寺
」
発
和
泉
砂

川
駅
行
き
、
さ
わ
や
か
バ
ス
あ

り
▼
参
加
費
＝
無
料
▼
定
員
＝

五
十
名
（
申
込
順
）
▼
そ
の

他
＝
▽
山
歩
き
の
服
装
・
靴
で

ご
参
加
く
だ
さ
い
▽
藪
の
中
を

一
部
通
り
ま
す
の
で
手
袋
・
タ

オ
ル
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
▽
弁

当
・
飲
料
は
各
自
ご
持
参
く
だ

さ
い
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
二

月
二
十
四
日
貊
（
必
着
）
ま
で

に
、
ハ
ガ
キ
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ

ー
ル
で
住
所
・
氏
名
・
電
話
番

号
を
ご
記
入
の
上
、
〒
五
九

〇
・
〇
五
九
二
（
住
所
不
要
）

泉
南
市
役
所
生
涯
学
習
課
へ

（
内
線
二
一
七
蕭
祟
７
３
０
６
／

e-m
ail;syougai@

city.sennan.

lg.jp

）
泉
州
九
市
四
町
が
一
体
と
な

っ
て
、
広
域
行
政
の
推
進
お
よ

び
泉
州
地
域
の
活
性
化
、
国
際

化
、
あ
わ
せ
て
ス
ポ
ー
ツ
の
振

興
な
ど
を
目
的
と
し
て
第
十
三

回
泉
州
国
際
市
民
マ
ラ
ソ
ン
大

会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
約
三
、

〇
〇
〇
名
の
参
加
者
が
集
い
ま

す
。
▼
と
き
＝
二
月
十
九
日
豸

▼
コ
ー
ス
＝
堺
市
の
浜
寺
公
園

（
午
前
十
一
時
）
ス
タ
ー
ト
〜
堺

狭
山
線
大
浜
中
町
交
差
点
折
り

返
し
〜
空
連
道
側
道
折
り
返
し

〜
泉
佐
野
岩
出
線
樽
井
浜
口
折

り
返
し
〜
り
ん
く
う
公
園
（
泉

佐
野
市
）
ゴ
ー
ル
の
四
二
・
一

九
五
㌔
ワ
ン
ウ
ェ
イ
マ
ラ
ソ
ン

▼
ゴ
ー
ル
会
場
＝
午
前
十
一
時

か
ら
泉
州
九
市
四
町
の
「
物
産

展
」
を
は
じ
め
、
豪
華
プ
レ
ゼ

ン
ト
の
当
た
る
「
大
抽
選
会
」

な
ど
の
開
催
を
予
定
し
て
お
り

ま
す
。

※
交
通
規
制
時
間
に
対
す
る
皆

様
の
ご
協
力
を
！

二
月
十
九
日
豸
開
催
の
マ
ラ

ソ
ン
コ
ー
ス
で
は
、
駐
・
停
車

は
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
コ
ー

ス
に
あ
た
る
堺
阪
南
線
（
旧
二

十
六
号
線
）、
泉
佐
野
岩
出
線
な

ど
で
、
交
通
規
制
が
行
わ
れ
ま

す
。
な
お
、
路
線
バ
ス
の
大
阪

市
バ
ス
、
南
海
バ
ス
、
水
鉄
バ

ス
は
、
一
部
運
行
休
止
や
迂
回

運
航
し
ま
す
。
▼
問
合
せ
＝
泉

州
国
際
市
民
マ
ラ
ソ
ン
実
行
委

員
会
薀
瞻
３
４
４
０

産
婦
人
科
医
と
し
て
数
多
く

の
出
産
に
立
ち
会
い
、
自
ら
も

膀
胱
が
ん
・
肝
臓
が
ん
を
克
服

し
、
長
き
に
わ
た
り
医
師
と
し

て
、
患
者
と
し
て
、
い
の
ち
に

携
わ
っ
て
き
た
経
験
に
基
づ
く
、

い
の
ち
の
尊
さ
に
つ
い
て
の
講

演
会
で
す
。
▼
と
き
＝
二
月
十

七
日
貊
午
後
二
時
〜
三
時
半
▼

と
こ
ろ
＝
全
日
空
ゲ
ー
ト
タ
ワ

ー
ホ
テ
ル
大
阪
六
階
「
ア
ク
ア

マ
リ
ン
」
▼
講
師
＝
谷
口
定
之

た
に
ぐ
ち
さ
だ
ゆ
き

（
医
師
／
谷
口
病
院
理
事
長
）
さ

ん
▼
定
員
＝
一
五
〇
名
（
申
込

順
）
▼
参
加
費
＝
無
料
▼
主

催
＝
Ｎ
Ｈ
Ｋ
り
ん
く
う
文
化
セ

ン
タ
ー
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
り
ん
く

う
メ
デ
ィ
カ
ル
プ
ラ
ザ
▼
申
込

み
＝
往
復
ハ
ガ
キ
ま
た
は
Ｅ
メ

ー
ル
（
一
枚
の
ハ
ガ
キ
で
何
名

で
も
可
）
で
、
い
の
ち
の
恵
み

講
演
希
望
、
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
を
記
入
の
上
、
〒
五
九

八
・
〇
〇
四
八
泉
佐
野
市
り
ん

く
う
ゲ
ー
ト
タ
ワ
ー
ビ
ル
十
三

階
Ｎ
Ｈ
Ｋ
り
ん
く
う
文
化
セ
ン

タ
ー
文
化
講
演
会
の
係
へ
薀
碯

１
０
２
０
／e-m

ail:in
fo.rin

k
u

@
n
h
k
cu
l.co.jp

▼
問
合
せ
＝
生

涯
学
習
課
（
内
線
二
四
七
）

笊
「
あ
な
た
は
い
く
つ
の
生
活

習
慣
病
を
か
か
え
て
い
ま
す

か
？
」
〜
高
血
圧
・
糖
尿
病
・

高
脂
血
症
を
中
心
に
〜
▼
と

き
＝
二
月
二
十
三
日
貅
午
後
一

時
半
〜
三
時
半
▼
講
師
＝
西
森

に
し
も
り

義
高

よ
し
た
か

さ
ん
（
内
科
医
）
・
栄
養

士
（
生
活
習
慣
病
予
防
の
食
事
）

笆
「
肩
こ
り
・
腰
痛
・
膝
の
ト

ラ
ブ
ル

Ｑ
＆
Ａ
」
▼
と
き
＝
二

月
二
十
七
日
豺
午
後
一
時
半
〜

三
時
▼
講
師
＝
坂
口
光
輝

さ
か
ぐ
ち
み
つ
て
る

さ
ん

（
整
形
外
科
医
）
▼
と
こ
ろ
＝
笊

笆
あ
い
ぴ
あ
泉
南
▼
定
員
＝
笊

笆
各
三
十
名
（
多
数
の
場
合
は

抽
選
）
▼
参
加
費
＝
無
料
▼
申

込
み
・
問
合
せ
＝
電
話
で
あ
い

ぴ
あ
泉
南
へ
薀
祕
０
７
０
７

足
の
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、

足
を
も
み
ほ
ぐ
す
こ
と
で
刺
激

を
与
え
、
自
然
治
癒
力
を
高
め

て
い
く
足
か
ら
の
健
康
法
で
す
。

▼
と
き
＝
二
月
二
十
三
日
貅
、

三
月
九
日
貅
、
二
十
三
日
貅
午

後
一
時
半
〜
三
時
半
（
二
月
二

十
三
日
は
午
前
十
時
〜
正
午
）

▼
と
こ
ろ
＝
あ
い
ぴ
あ
泉
南
▼

講
師
＝
清
水
裕
子

し
み
ず
ひ
ろ
こ

さ
ん
▼
内

容
＝
手
足
の
実
技
を
行
い
ま
す

の
で
、
体
操
の
で
き
る
服
装
で

お
越
し
く
だ
さ
い
▼
対
象
＝
三

回
出
席
で
き
る
方
▼
参
加
費
＝

三
〇
〇
円
▼
定
員
＝
二
十
名

（
申
込
順
）
▼
申
込
み
・
問
合

せ
＝
二
月
十
六
日
貅
午
前
九
時

か
ら
電
話
で
あ
い
ぴ
あ
泉
南
へ

薀
祕
０
７
０
７

パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
や
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
楽
し
く
体
験

し
ま
せ
ん
か
。
▼
と
き
＝
三
月

八
日
貉
、
九
日
貅
、
十
日
貊
、

十
三
日
豺
、
十
五
日
貉
午
後
一

時
〜
四
時
（
全
五
回
で
十
五
時

間
）
▼
と
こ
ろ
＝
あ
い
ぴ
あ
泉

南
▼
対
象
＝
市
内
在
住
の
身
体

障
害
者
の
方
▼
定
員
＝
四
名

（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）
▼
参
加

費
＝
無
料
▼
申
込
み
・
問
合

せ
＝
二
月
二
十
八
日
貂
（
必
着
）

ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ
で
、
氏
名
、

住
所
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
身

体
障
害
者
手
帳
の
障
害
名
を
明

記
の
う
え
、
〒
五
九
〇
・
〇
五

二
一
泉
南
市
樽
井
一
・
八
・
四

七
あ
い
ぴ
あ
泉
南
パ
ソ
コ
ン
教

室
係
へ
薀
祕
０
７
０
７

７

い
の
ち
の
恵
み
〜
生
ま
れ

る
と
き
老
い
る
と
き
〜

泉
州
国
際
市
民
マ
ラ

ソ
ン
大
会
開
催
迫
る

あ
い
ぴ
あ
健
康
講
座

あ
い
ぴ
あ

足
心
道

そ
く
し
ん
ど
う

講
座

身
体
障
害
者
の
た
め
の

初
心
者
パ
ソ
コ
ン
教
室

保
育
所
や
幼
稚
園
に
通
っ
て

い
な
い
方
、
親
子
で
保
育
所
に

気
軽
に
遊
び
に
来
ま
せ
ん
か
。

子
育
て
相
談
も
お
受
け
し
て
い

ま
す
。
▼
と
き
＝
笊
笆
二
月
七

日
貂
・
三
月
七
日
貂
笳
二
月
二

十
一
日
貂
・
三
月
十
四
日
貂
笘

二
月
二
十
一
日
貂
・
三
月
二
十

日
豺
笙
二
月
十
四
日
貂
・
二
十

八
日
貂
・
三
月
十
四
日
貂
・
二

十
八
日
貂
▼
と
こ
ろ
・
連
絡

先
＝
笊
信
達
保
育
所
祟
４
６
４

２
笆
樽
井
保
育
所
祗
０
０
７
４

笳
浜
保
育
所
祚
２
６
６
０
笘
鳴

滝
第
一
保
育
所
祟
４
０
４
１
笙

ち
び
っ
こ
広
場
（
鳴
滝
第
二
保

育
所
内
の
遊
戯
室
、
所
庭
）
祚

３
３
７
１
▼
開
放
時
間
＝
い
ず

れ
も
午
前
十
時
〜
十
一
時
半
▼

問
合
せ
＝
児
童
福
祉
課
（
内
線

二
八
一
）

昔
話
の
語
り
を
中
心
に
、
司

書
が
、
子
ど
も
た
ち
と
本
と
の

新
し
い
出
会
い
の
場
を
作
り
ま

す
。
今
月
の
み
第
三
土
曜
日
で

す
。
お
間
違
い
な
く
！
▼
と

き
＝
二
月
十
八
日
貍
午
後
二
時

半
〜
三
十
分
程
度
▼
と
こ
ろ
＝

図
書
館
二
階
視
聴
覚
室
▼
対

象
＝
四
歳
以
上
の
お
子
さ
ん
と

そ
の
保
護
者
▼
定
員
＝
各
回
先

着
四
十
人
（
途
中
の
出
入
り
は

不
可
）
▼
参
加
費
＝
無
料
▼
そ

の
他
＝
第
一
・
四
土
曜
日
の
午

後
二
時
半
〜
三
十
分
程
度
、
同

場
所
に
お
い
て
紙
芝
居
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
「
拍
子
木
」
に
よ
る
紙

芝
居
が
あ
り
ま
す
（
〇
歳
か
ら

入
場
可
。
申
込
み
は
不
要
）
▼

問
合
せ
＝
図
書
館

「
ひ
だ
ま
り
」
の
ス
タ
ッ
フ

が
出
前
を
し
て
遊
び
の
場
を
提

供
し
ま
す
。
▼
と
き
＝
笊
二
月

十
日
貊
笆
十
七
日
貊
時
間
は
午

前
十
時
〜
十
一
時
半
▼
と
こ

ろ
＝
笊
府
立
泉
南
高
等
学
校
笆

府
立
砂
川
高
等
学
校
▼
対
象
＝

就
学
前
の
子
ど
も
と
保
護
者
▼

内
容
＝
季
節
の
歌
・
手
遊
び
・

ペ
ー
プ
サ
ー
ト
・
親
子
で
の
遊

び
・
高
校
生
と
の
交
流
等
▼
申

込
み
＝
不
要
▼
そ
の
他
＝
▽
笊

駐
車
場
な
し
笆
駐
車
場
あ
り

（
ス
ペ
ー
ス
が
狭
い
の
で
で
き
る

だ
け
徒
歩
、
自
転
車
で
お
願
い

し
ま
す
）
▽
雨
天
実
施
▽
菓
子

な
ど
の
持
ち
込
み
は
で
き
ま
せ

ん
▽
紙
お
む
つ
は
お
持
ち
帰
り

く
だ
さ
い
▽
お
茶
、
手
ふ
き
、

着
替
え
な
ど
各
自
ご
持
参
く
だ

さ
い
▼
問
合
せ
＝
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
「
ひ
だ
ま
り
」
薀
祚

３
３
７
１

寒
い
冬
こ
そ
里
山
で
遊
ぼ
う
。

懐
か
し
い
風
景
と
子
ど
も
た
ち

の
笑
い
声
・
ス
ロ
ー
な
里
山
の

心
温
ま
る
体
験
▼
と
き
＝
二
月

十
二
日
豸
午
前
十
時
半
〜
午
後

三
時
▼
と
こ
ろ
＝
紀
泉
わ
い
わ

い
村
▼
定
員
＝
五
十
名
▼
参
加

費
＝
二
、
〇
〇
〇
円
（
昼
食
込

み
）
▼
内
容
＝
つ
る
つ
る
し
こ

し
こ
の
お
い
し
い
お
う
ど
ん
を

み
ん
な
で
作
ろ
う
※
内
容
は
予

告
な
く
変
更
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
当

日
午
前
十
時
ま
で
に
電
話
か
Ｅ

メ
ー
ル
で
里
山
の
自
然
学
校
紀

泉
わ
い
わ
い
村
へ
薀
祕
０
６
６

１
／e
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文
化
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し

て
史
跡
海
会
寺
跡
広
場
に
生
息

す
る
野
鳥
の
フ
ィ
ー
ル
ド
マ
ッ

プ
作
り
を
通
し
て
文
化
財
と
自

然
の
大
切
さ
を
体
験
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
▼
と
き
＝
二
月
十

八
日
貍
午
前
十
時
〜
正
午
▼
と

こ
ろ
＝
史
跡
海
会
寺
跡
広
場
▼

指
導
者
＝
譖
大
阪
自
然
環
境
保

全
協
会
の
専
門
家
▼
対
象
＝
市

内
在
住
の
小
・
中
学
生
▼
定

員
＝
三
十
名
（
申
込
順
）
▼
参

加
費
＝
五
〇
〇
円
（
保
険
料
）

▼
申
込
み
＝
二
月
十
五
日
貉

（
た
だ
し
四
日
貍
・
五
日
豸
・
十

一
日
貍
・
十
二
日
豸
は
休
館
）

ま
で
に
来
館
の
上
、
古
代
史
博

物
館
受
付
で
直
接
申
込
み
く
だ

さ
い
▼
問
合
せ
＝
古
代
史
博
物

館
薀
祟
６
７
８
９

泉
南
市
Ａ
Ｂ
Ｃ
委
員
会
で
は
、

次
の
と
お
り
歴
史
ウ
ォ
ッ
チ
ン

グ
を
開
催
し
ま
す
。
▼
と
き
＝

三
月
四
日
貍
午
前
九
時
JR
新
家

駅
集
合
、
午
後
二
時
半
頃
解
散

予
定
※
雨
天
の
場
合
は
五
日
豸

に
順
延
▼
コ
ー
ス
＝
JR
新
家
駅

〜
種
河
神
社

た
ね
か
わ
じ
ん
じ
ゃ

〜
畦
の
谷
地
蔵

あ
ぜ
の
た
に
じ
ぞ
う

〜

お
菊
山

き
く
や
ま

（
休
憩
・
昼
食
）
〜
蓮れ
ん

信
寺
し
ん
じ

〜
金
熊
寺

き
ん
ゆ
う
じ

〜
梅
林
（
解
散
）

約
十
㌔
※
帰
り
は
午
後
三
時
二

６

手
打
ち
う
ど
ん
と

わ
ら
細
工

第
三
回
海
会
寺
の
森

を
見
る
（
野
鳥
編
）

第
二
回
歴
史
文
化
ウ
ォ
ッ
チ

ン
グ（
お
菊
山
・
金
熊
寺
）

「
ひ
だ
ま
り
」
の

出
前
保
育

お
は
な
し
ひ
ろ
ば

今
月
は
第
三
土
曜
日

市
立
保
育
所
で

所
庭
開
放

広告掲載枠です。
内容については、今月号広報せんなんをご覧ください。



若
年
者
の
就
業
意
識
の
形
成

と
就
職
基
礎
能
力
の
習
得
を
目

指
し
早
期
の
就
職
促
進
を
図
る

た
め
就
職
基
礎
能
力
速
成
講
座

を
開
催
し
ま
す
。
▼
と
き
＝
二

月
二
十
七
日
豺
〜
三
月
三
日
貊

▼
と
こ
ろ
＝
泉
佐
野
人
権
文
化

セ
ン
タ
ー
（
泉
佐
野
市
下
瓦
屋

二
二
二
・
一
）
▼
対
象
＝
三
十

四
歳
以
下
の
求
職
者
（
学
生
除

く
）
▼
定
員
＝
二
十
名
▼
参
加

費
＝
無
料
（
別
途
テ
キ
ス
ト

代
・
保
険
料
一
、
〇
〇
〇
円
必

要
）
▼
申
込
み
＝
二
月
十
五
日

貉
ま
で
に
泉
佐
野
公
共
職
業
安

定
所
へ
▼
問
合
せ
＝
地
域
振
興

課
（
内
線
五
八
三
）

「
賃
金
を
払
っ
て
く
れ
な
い
」

「
突
然
に
解
雇
！
」「
セ
ク
ハ
ラ

で
悩
ん
で
い

る
」
ま
た
、

保
険
や
年
金

に
関
す
る
こ

と
な
ど
、
働

く
う
え
で
の

様
々
な
、
ご

相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。
▼
と

き
＝
二
月
十
二
日
豸
午
後
一
時

〜
四
時
▼
と
こ
ろ
＝
熊
取
町
役

場
一
階
相
談
室
（
熊
取
町
野
田

一
・
一
・
一
）
▼
相
談
方
法
＝

電
話
に
よ
る
相
談
と
来
場
に
よ

る
相
談
を
併
せ
て
実
施
（
社
会

保
険
労
務
士
等
に
よ
る
相
談
）

▼
費
用
＝
無
料
（
先
着
順
）
▼

そ
の
他
＝
秘
密
は
厳
守
し
ま
す

▼
電
話
相
談
＝
硴
１
０
０
１
㈹

▼
問
合
せ
＝
地
域
振
興
課
（
内

線
五
八
三
）

小
・
中
学
校
の
障
害
を
持
つ

子
ど
も
の
介
助
に
つ
い
て
、
登

録
希
望
者
を
対
象
に
選
考
を
行

い
ま
す
。
▼
資
格
＝
昭
和
二
十

一
年
四
月
二
日
以
降
に
生
ま
れ

た
方
（
学
歴
不
問
）
▼
選
考

日
＝
二
月
二
十
五
日
貍
▼
登
録

有

効

期

限
＝
平
成

十
九
年
三

月
三
十
一

日
ま
で
▼

そ
の
他
＝

詳
細
は
、

登
録
さ
れ

た
方
に
連

絡
し
ま
す

▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
二
月
二

十
二
日
貉
ま
で
に
市
販
の
履
歴

書
一
部
（
写
真
を
貼
付
の
こ
と
）

を
教
育
委
員
会
学
務
課
へ
（
内

線
三
五
七
）

▼
職
種
＝
市
立
幼
稚
園
の
講
師

▼
資
格
＝
幼
稚
園
免
許
取
得
者

で
昭
和
二
十
一
年
四
月
二
日
以

降
に
生
ま
れ
た
方
▼
採
用
予
定

人
員
＝
若
干
名
▼
試
験
内
容
＝

筆
記
・
面
接
試
験
▼
試
験
日
＝

二
月
二
十
六
日
豸
▼
採
用
予
定

日
＝
四
月
一
日
貍
▼
募
集
要
項

の
配
布
＝
二
月
一
日
貉
か
ら
学

務
課
で
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝

二
月
十
六
日
貅
〜
二
十
二
日
貉

の
期
間
に
学
務
課
へ
（
内
線
三

五
七
）

▼
職
種
＝
一
般
事
務
お
よ
び
業

務
▼
資
格
＝
次
の
用
件
を
す
べ

て
満
た
す
方
①
昭
和
五
十
六
年

四
月
二
日
〜
昭
和
六
十
年
四
月

一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
②
普

通
自
動
車
免
許
所
持
者
で
現
在

自
動
車
を
利
用
し
、
五
段
ミ
ッ

シ
ョ
ン
車
を
運
転
で
き
る
方
③

パ
ソ
コ
ン
の
中
級
程
度
（
ワ
ー

ド
・
エ
ク
セ
ル
を
使
い
こ
な
せ

る
方
）
▼
募
集
定
員
＝
一
名
▼

試
験
内
容
＝
筆
記
試
験
（
高
校

卒
業
程
度
）、
作
文
、
面
接
・
総

合
検
査
（
筆
記
試
験
を
合
格
さ

れ
た
方
）
▼
試
験
日
＝
二
月
二

十
四
日
貊
▼
採
用
予
定
日
＝
四

月
一
日
貍
▼
募
集
要
項
の
配

布
＝
二
月
三
日
貊
か
ら
譖
泉
南

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で

▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
二
月
八

日
貉
〜
十
六
日
貅
（
土
日
は
除

く
）
午
前
九
時
〜
午
後
五
時
半

に
譖
泉
南
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
へ
薀
祟
８
６
６
１

▼
職
種
＝
留
守
家
庭
児
童
会
指

導
員
補
助
▼
資
格
＝
平
成
十
八

年
四
月
一
日
時
点
六
十
歳
未
満

の
方
で
、
放
課
後
・
土
曜
日
・

学
校
休
業
日
等
に
週
三
、
四
日

ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
勤
務
で
き
る

方
▼
採
用
予
定
人
員
＝
十
三
名

▼
試
験
日
＝
三
月
十
日
貊
（
面

接
）
▼
時
間
給
＝
八
一
〇
円
▼

採
用
予
定
日
＝
四
月
一
日
貍
▼

申
込
み
・
問
合
せ
＝
三
月
二
日

貅
〜
九
日
貅
（
土
日
は
除
く
）

の
執
務
時
間
内
に
写
真
付
履
歴

書
お
よ
び
三
五
〇
円
分
の
切
手

を
貼
り
、
宛
名
を
明
記
し
た
返

信
用
定
形
封
筒
（
長
形
三
号
）

を
生
涯
学
習
課
へ
（
内
線
二
五

二
）

▼
と
き
＝
二
月
二
十
五
日
貍
・

二
十
六
日
豸
午
前
十
時
〜
午
後

四
時
▼
と
こ
ろ
＝
新
家
山
田
家

住
宅
▼
入
場
料
・
申
込
み
＝
不

要
（
た
だ
し
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

代
一
〇
〇
円
の
協
力
金
を
お
願

い
し
ま
す
）
▼
問
合
せ
＝
生
涯

学
習
課
（
内
線
二
四
八
）

泉
南
市
Ａ
Ｂ
Ｃ
委
員
会
で
は
、

テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
催
し

ま
す
。
ブ
ル
ガ
リ
ア
、
中
国
、

韓
国
な
ど
の
外
国
の
人
々
と
の

交
流
の
場
で
す
。
▼
と
き
＝
二

月
二
十
六
日
豸
午
後
一
時
半
〜

三
時
半
▼
と
こ
ろ
＝
樽
井
公
民

館
多
目
的
ホ
ー
ル
▼
参
加
費
＝

無
料
▼
定
員
＝
五
十
人
▼
申
込

み
・
問
合
せ
＝
二
月
六
日
豺
〜

十
七
日
貊
（
土
日
祝
日
除
く
、

午
前
九
時
〜
午
後
五
時
半
）
に

電
話
で
政
策
推
進
課
へ
（
内
線

二
八
七
）

９

市
立
学
校
介
助
員
の

登
録
・
選
考

就
職
基
礎
能
力

速
成
講
座

泉
南
労
働

な
ん
で
も
相
談
会

新
家
山
田
家
住
宅
一
般
公

開
＆
郷
土
ひ
な
人
形
展

テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー

の
お
誘
い

泉
南
市
留
守
家
庭
児
童
会

指
導
員
補
助
を
募
集

非
常
勤
嘱
託
職
員
／
市

立
幼
稚
園
講
師
を
募
集

非
常
勤
嘱
託
職
員
募
集
／
譖
泉

南
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

済
生
会
新
泉
南
病
院
は
、
第

二
回
市
民
公
開
健
康
講
座
を
開

催
し
ま
す
。
動
脈
硬
化
を
悪
化

さ
せ
る
内
臓
肥
満
（
メ
タ
ボ
リ

ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
）
に
つ
い

て
病
態
と
改
善
方
法
を
分
か
り

や
す
く
お
話
し
ま
す
。
▼
と

き
＝
二
月
二
十
五
日
貍
午
後
一

時
半
開
場
、
午
後
二
時
〜
四
時

（
講
演
終
了
後
に
健
康
相
談
会
を

予
定
）
▼
と
こ
ろ
＝
イ
オ
ン
ホ

ー
ル
（
イ
オ
ン
り
ん
く
う
泉
南

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
二
階
）

▼
内
容
＝
笊
内
臓
肥
満
（
メ
タ

ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
）
は

動
脈
硬
化
の
赤
信
号
笆
内
臓
脂

肪
を
減
ら
す
運
動
療
法
▼
講

師
＝
笊
馬
場
章

ば
ば
あ
き
ら

（
済
生
会
新
泉

南
病
院
院
長
）
笆
中
西
浩
子

な
か
に
し
ひ
ろ
こ

（
済
生
会
新
泉
南
病
院
内
科
部

長
）
▼
定
員
＝
一
八
〇
人
▼
参

加
費
＝
無
料
（
整
理
券
が
必
要
）

▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
二
月
十

七
日
貊
ま
で
に
ハ
ガ
キ
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
、
氏
名

（
ふ
り
が
な
）、
郵
便
番
号
、
住

所
、
電
話
番
号
を
明
記
の
上
、

〒
五
九
〇
・
〇
五
三
五
泉
南
市

り
ん
く
う
南
浜
三
番
七
／
済
生

会
新
泉
南
病
院
「
市
民
公
開
健

康
講
座
」
係
へ
薀
祀
５
６
１
１

（
月
〜
土
の
午
前
九
時
〜
午
後
五

時
）
蕭
祕
０
２
７
０
／e

-

m
ail:sennan.saiseikai@

sirius

.ocn
.n
e.jp

▼
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
＝

h
ttp
://w

w
w
.saiseik

aisen
n
a

n.jp/kenkoukouza2.htm

障
害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

の
せ
ん
な
ん
ピ
ア
セ
ン
タ
ー
で

は
、
四
月
か
ら
施
行
さ
れ
る
障

害
者
自
立
支
援
法
に
つ
い
て
の

学
習
会
を
開
催
し
ま
す
。
▼
と

き
＝
二
月
二
十
五
日
貍
午
後
二

時
〜
四
時
▼
と
こ
ろ
＝
あ
い
ぴ

あ
泉
南
三
階
研
修
室
▼
講
師
＝

大
谷
悟

お
お
た
に
さ
と
る
さ
ん
（
大
阪
体
育
大
学

助
教
授
）
▼
参
加
費
＝
無
料
▼

そ
の
他
＝
▽
手
話
通
訳
・
要
約

筆
記
あ
り
▽
点
字
資
料
・
拡
大

資
料
を
ご
希
望
の
方
は
二
月
十

五
日
貉
ま
で
に
連
絡
く
だ
さ
い

▼
問
合
せ
＝
せ
ん
な
ん
ピ
ア
セ

ン
タ
ー
薀
祗
０
１
１
４
蕭
祗
２

１
１
７

「
幼
稚
園
に
お
け
る
親
の
子

育
て
力
向
上
推
進
事
業
」
の
委

託
を
う
け
、
一
般
の
方
も
参
加

す
る
こ
と
が
で
き
る
講
座
を
企

画
し
ま
し
た
。

笊
「
育
子
さ
ん
の
い
き
い
き
子

育
て
」
講
演
会
▼
と
き
＝
二
月

七
日
貂
午
後
一
時
〜
二
時
半
▼

と
こ
ろ
＝
東
幼
稚
園
▼
講
師
＝

山
口
育
子

や
ま
ぐ
ち
い
く
こ

さ
ん
（
ア
ド
ラ
ー
心

理
学
）

笆
「
子
ど
も
の
安
心
・
安
全
」

に
つ
い
て
の
Ｃ
Ａ
Ｐ
大
人
の
た

め
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
▼
と

き
＝
①
二
月
八
日
貉
②
十
五
日

貉
③
三
月
一
日
貉
時
間
は
す
べ

て
午
前
九
時
半
〜
十
一
時
半
▼

と
こ
ろ
＝
①
新
家
南
幼
稚
園
②

雄
信
幼
稚
園
③
鳴
滝
幼
稚
園
▼

講
師
＝
堺
Ｃ
Ａ
Ｐ

笳
「
〜
人
生
・
出
会
い
〜
親
の

目
・
子
の
芽
・
地
域
の
眼
」
講

演
会
▼
と
き
＝
二
月
二
十
一
日

貂
午
前
十
時
〜
十
一
時
半
▼
と

こ
ろ
＝
古
代
史
博
物
館
▼
講

師
＝
向
出
佳
司

む
か
い
で
け
い
じ

さ
ん
（
皇
學
館

大
學
教
授
）
▼
一
時
保
育
＝
定

員
十
五
名

笘
「
積
み
木
で
遊
ぼ
う
」
〜
四

歳
児
、
五
歳
児
と
保
護
者
の
た

め
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
〜
▼
と

き
＝
三
月
二
十
一
日
貂
午
前
十

時
〜
正
午
▼
と
こ
ろ
＝
鳴
滝
幼

稚
園
▼
講
師
＝
キ
ッ
ズ
・
岩
城
い
わ
き

▼
一
時
保
育
＝
定
員
十
五
名
▼

笊
笆
笳
笘
の
申
込
み
・
問
合

せ
＝
事
前
に
電
話
か
Ｅ
メ
ー
ル
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
指
導
課
へ
（
内
線
三

五
九
蕭
祟
７
３
０
６
／e

-

m
ail:sid

ou
@
city
.sen
n
an
.lg
.

jp

）（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切

り
ま
す
）

※
詳
し
く
は
子
育
て
ネ
ッ
ト
で

も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
すh

ttp
://

w
w
w
.city.sennan.osaka.jp/s

idou/you/index.htm

貝
塚
社
会
保
険
事
務
所
職
員

が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
お
気
軽

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
な
お
、

年
金
保
険
料
（
平
成
十
六
年
一

月
分
以
降
分
）
を
納
め
ら
れ
る

方
は
、
当
日
納
入
通
知
書
を
ご

持
参
く
だ
さ
い
。
▼
と
き
＝
二

月
二
十
二
日
貉
午
前
十
時
〜
正

午
、
午
後
一
時
〜
四
時
▼
と
こ

ろ
＝
泉
南
市
役
所
市
民
相
談
室

▼
問
合
せ
＝
国
保
年
金
課
（
内

線
二
五
五
）

譛
大
阪
府
国
民
年
金
福
祉
協

会
で
は
、「
わ
か
り
や
す
い
年
金

の
話
」
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
二
月
二
十
八
日
貂
午

前
九
時
半
〜
午
後
一
時
（
講

演
・
個
別
相
談
）
▼
と
こ
ろ
＝

サ
ン
ヒ
ル
阪
南
（
阪
南
市
桃
の

木
台
）
▼
講
師
＝
後
藤
田
慶
子

ご
と
う
だ
け
い
こ

さ
ん
（
社
会
保
険
労
務
士
）
▼

参
加
費
＝
無
料
▼
定
員
＝
一
〇

〇
人
（
申
込
順
）
▼
そ
の
他
＝

受
講
者
に
は
二
月
二
十
一
日
貂

ま
で
に
受
講
票
（
ハ
ガ
キ
）
を

送
付
▼
申
込
み
＝
二
月
十
五
日

貉
ま
で
に
、
電
話
で
サ
ン
ヒ
ル

阪
南
礑
０
８
８
８
へ
▼
問
合

せ
＝
国
保
年
金
課
（
内
線
二
五

五
）泉

南
市
商
工
会
で
は
、
税
理

士
に
よ
る
確
定
申
告
と
消
費
税

の
個
別
決
算
相
談
会
を
開
催
い

た
し
ま
す
。
是
非
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
▼
と
き
＝
二
月
九
日
貅
、

二
十
一
日
貂
、
三
月
八
日
貉

午

後
一
時
半
〜
四
時
（
要
予
約
）

▼
と
こ
ろ
＝
樽
井
区
民
セ
ン
タ

ー
二
階
会
議
室
▼
そ
の
他
＝
三

月
十
五
日
貉
（
土
日
祝
日
を
除

く
）
ま
で
経
営
指
導
員
に
よ
る
、

相
談
も
実
施
し
て
い
ま
す
。
相

談
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守
い
た

し
ま
す
。
▼
申
込
み
・
問
合

せ
＝
泉
南
市
商
工
会
薀
祟
６
３

６
５

８

所
得
税
の
確
定
申
告
と

消
費
税
の
決
算
相
談
会

障
害
者
自
立
支
援
法

の
学
習
会
を
開
催

年
金
講
座
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

内
臓
肥
満
に
つ
い
て
の

市
民
公
開
健
康
講
座

子
育
て
力
Ｕ
Ｐ
講
座

１
・
２
・
３

国
民
年
金
相
談
会

（
集
合
徴
収
）
を
開
催



▼
と
き
＝
三
月
一
日
貉
午
後
一
時
半
〜

▼
と
こ
ろ
＝
あ
い
ぴ
あ
泉
南
三
階
研
修

室▼
泉
南
市
長
選
挙
の
執
行
予
定
日
＝
四

月
三
十
日
豸

▼
問
合
せ
＝
泉
南
市
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
（
内
線
二
六
〇
）

11

毎月第3木曜日 
午後2時～4時 

人権ふれあい 
センター内 
人権協会 

2月2日,9日,23日貅 
午前9時15分～11時45分 
※申込みは実施日前日にお電話 
　で午前9:00から先着10人受付 

市役所別館 
消費生活センター 

市役所別館 
二階会議室３ 

地域振興課 
薀83-0001 
（内線583） 

地域振興課 
薀83-0001 
（内線583） 

法律相談 

行政相談 
家庭児童 
　　相談室 
薀85-1586

知的障害者相談 

市役所 
児童福祉課 

市役所 
納税課 

市役所 
国保年金課 

児童福祉課 
薀83-0001 
（内線242） 

納税課 
薀83-0001 
（内線233） 
国保年金課 
薀83-0001 
（内線259） 

高齢障害福祉課 
薀83-0001 
（内線288） 

母子相談 

社会福祉 
　　協議会 
薀82-1027

心配ごと相談 毎週木曜日 午前9時～正午 

毎月第4金曜日 
午前9時半～正午 

月～土曜日 
執務時間中 

教育相談室 教育相談室 
薀83-3755

人権協会 
薀85-1401

農業委員会事務局 
薀83-0001 
（内線551） 

教育相談 

月～土曜日の 
　午前９時～ 
　午後５時 
月～土曜日の 
　午前９時～ 
　午後５時 

月～金曜日の 
　午前10時～ 
　午後４時 

月～金曜日の 
午前10時～午後4時 
来所の場合は要予約 

農事相談 

進路支援（奨学金等）相談 

障害者等住宅改造相談 

毎月第2木曜日 
午後1時～4時 

人権ふれあい 
センター内 
人権協会 

確定申告の申告時期のため 
今月はお休みします。 

人権協会 
薀85-1401

市役所別館 
消費生活センター 

　市役所・別館 
　消費生活センター 
　（要電話予約） 

市役所別館 
地域振興課 

市役所別館 
二階会議室３ 

地域振興課 
薀83-0001 
（内線583） 

消費者相談 

毎月第４木曜日 
午後1時30分 
　～4時30分 

月～金曜日の 
　午前9時～ 
　午後5時 

毎月第2・4 
金曜日 
午前10時～正午 

せんなん 
ピアセンター 
薀82-0114

月～金曜日 
執務時間中 

月～金曜日 
午後1時～4時 

市役所別館 
地域振興課 

地域振興課 
薀83-0001 
（内線583） 

市民相談 

月～金曜日 
執務時間中 

人権ふれあいセンター内 
地域就労支援センター 

地域振興課 
薀83-0001 
（内線583） 

地域振興課 
薀83-0001 
（内線583） 

地域就労支援センター 
薀85-1401 
薀83-6447

課税課 
薀83-0001 
（内線352） 

ハローワーク情報 

労働相談 

税の相談 

相談名 と　き ところ 問合せ 相談名 と　き ところ 問合せ 

子ども相談 
（家庭児童相談） 

毎週月曜・坂口医師 
毎月第2、4木曜・ 
　　　　　西森医師 
時間は午後1時半～3時 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
センター 
薀85-0707健康相談 

高齢者・障害者のための 

就労支援相談 

総合生活相談 

夜間納税相談 市の主な行事を 
いつでもお聞き 
いただけます 

テレフォンサービス 
薀 
82－4111 毎月１０日（土日 

祝日は翌執務日） 
午後５時４５分 
　　　　～８時 

（カウンセリング） 

関西国際空港情報：№69

～世界に一番近い旅の博覧会～
「関空旅博

かんくうたびはく

」開催決定！
関空で旅の博覧会を開催します。旅に関

する展示ブースや世界各国のパフォーマン

スを行うステージイベント、世界各地の観

光情報・旅行情報をご案内するセミナーイ

ベントなど盛りだくさん。ＧＷや夏休みの

旅行計画の参考にもどうぞ。

▼とき＝３月２５日貍・２６日豸の両日

▼ところ＝関西国際空港　南北駅イベント

広場および関西空港会議場（ホテル日航関

西空港内）

▼問合せ＝関西国際空港譁　経営戦略室

（総務部イベントグループ）薀碚２１１３

関空利用旅客２億人達成
「２億人の思い出大募集！！」

関空では、２００５年（平成１７年）１

１月１５日に、開港以来の旅客総数が２億

人を超えました。これを記念して、関空で

の思い出、旅にまつわる思い出、エピソー

ドを大募集！優秀作品には、オリジナルエ

アライングッズや空港グッズなどをプレゼ

ントします。皆様の思い出・エピソードを

ふるってご応募ください！

▼応募締切＝３月８日貉※郵送の場合は当

日消印有効

▼作品＝４００～２，０００字程度（書式

自由）

▼応募・問合せ＝〒５４９－８５０１大阪

府泉佐野市泉州空港北１番地／関西国際空

港譁経営戦略室内「２億人の思い出大募集」

係宛薀碚２１１３／e-mail:omoide@kiac.

co.jp

詳しい募集要項等はホームページをご覧く

ださい。http://www.kansai-airport.or.

jp/thanks/thanks_memory.htm

泉
南
市
長
選
挙
の
立
候
補

予
定
者
説
明
会
を
開
催

介
護
保
険
で
要
介
護
四
ま
た
は
要
介

護
五
の
認
定
を
受
け
た
高
齢
者
（
要
介

護
高
齢
者
）
を
在
宅
で
介
護
さ
れ
て
い

る
ご
家
族
（
家
族
介
護
者
）
の
方
で
、

一
年
（
十
二
か
月
）
間
介
護
保
険
で
提

供
さ
れ
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
な

い
で
介
護
し
て
い
る
な
ど
、
次
の
①
〜

⑥
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
家
族
介
護

者
の
方
に
家
族
介
護
慰
労
金
を
支
給
し

ま
す
。

▼
支
給
要
件
＝
①
要
介
護
高
齢
者
が
、

六
十
五
歳
以
上
で
あ
る
こ
と

②
要
介
護
高
齢
者
、
家
族
介
護
者
と
も

に
一
年
以
上
継
続
し
て
泉
南
市
内
に
居

住
し
て
い
る
こ
と

③
要
介
護
高
齢
者
、
家
族
介
護
者
と
も

に
市
民
税
非
課
税
世
帯
で
あ
る
こ
と

④
要
介
護
高
齢
者
が
、
要
介
護
認
定
を

受
け
て
お
り
、
一
年
以
上
要
介
護
四
ま

た
は
要
介
護
五
に
該
当
し
て
い
る
こ
と

⑤
要
介
護
高
齢
者
が
、
介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
を
月
単
位
で
十
二
か
月
以
上
継
続

し
て
利
用
し
て
い
な
い
こ
と
（
病
院
な

ど
に
入
院
し
て
い
た
期
間
が
あ
る
場
合

は
、
そ
の
入
院
期
間
を
除
い
て
前
後
十

二
か
月
以
上
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
し
て
い
な
い
こ
と
。
た
だ
し
、
一
年

間
で
一
週
間
（
七
日
）
以
内
の
短
期
入

所
（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）
の
利
用
は
差

し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。）

⑥
家
族
介
護
者
が
、
同
居
し
て
お
り
、

居
宅
に
お
い
て
現
に
要
介
護
高
齢
者
を

介
護
し
て
い
る
こ
と
（
た
だ
し
、
同
一

敷
地
内
や
隣
地
に
居
住
し
て
い
る
場
合

は
、
同
居
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
ま
す
）

▼
支
給
額
＝
十
万
円
（
年
額
）

▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
二
月
二
十
八
日

貂
ま
で
に
高
齢
障
害
福
祉
課
へ
（
内
線

三
〇
七
）

Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
非
営
利
法
人
が
障
害

者
や
介
護
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
な
ど

移
動
に
制
約
が
あ
る
方
に
対
し
有
償
で

実
施
す
る
移
送
サ
ー
ビ
ス
の
う
ち
、
福

祉
車
両
を
使
用
し
た
福
祉
有
償
運
送
に

つ
い
て
、
市
町
村
と
地
域
の
関
係
者
で

構
成
さ
れ
た
運
営
協
議
会
の
協
議
を
経

て
、
道
路
運
送
法
の
許
可
を
取
得
す
る

こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
許

可
を
得
る
た
め
の
申
請
受
付
を
現
在
行

な
っ
て
い
ま
す
。

対
象
法
人
お
よ
び
提
出
書
類
等
詳
し

い
内
容
は
、
大
阪
府
福
祉
有
償
運
送
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
いh

ttp
://

w
w
w
.pref.osaka.jp/fukushiseisaku/

yuso/index.htm
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▼
受
付
・
問
合
せ
＝
泉
南
市
高
齢
障
害

福
祉
課
（
内
線
三
〇
九
）

▼
内
容
＝
乳
酸
菌
飲
料
（
ヤ
ク
ル
ト
）

を
週
二
回
、
月
九
回
配
布
し
、
配
達
員

が
安
否
確
認
の
声
か
け
を
実
施

▼
対
象
＝
六
十
五
歳
以
上
の
一
人
暮
ら

し
の
高
齢
者
で
安
否
確
認
を
す
る
必
要

が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
方

▼
費
用
＝
無
料

▼
そ
の
他
＝
緊
急
通
報
装
置
の
併
用
は

出
来
ま
せ
ん

▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
高
齢
障
害
福
祉

課
（
内
線
三
〇
四
・
三
〇
七
）

▼
内
容
＝
泉
南
市
の
委
託
業
者
が
利
用

者
宅
を
訪
問
し
、
ふ
と
ん
を
引
き
取
り
、

丸
洗
い
し
た
後
に
配
送
し
ま
す
。

▼
対
象
＝
要
介
護
一
以
上
の
認
定
を
受

け
ら
れ
て
い
る
六
十
五
歳
以
上
の
一
人

暮
ら
し
、
ま
た
は
高
齢
者
の
み
の
世
帯

▼
丸
洗
い
で
き
る
ふ
と
ん
と
費
用
＝
敷

ふ
と
ん
（
二
〇
〇
円
）、
掛
ふ
と
ん
（
二
〇

〇
円
）、
毛
布
（
一
〇
〇
円
）
※
羊
毛
・
羽

毛
ふ
と
ん
・
こ
た
つ
ふ
と
ん
は
除
く
　

▼
申
込
み
＝
二
月
二
十
八
日
貂
ま
で
に

印
鑑
と
介
護
保
険
証
を
お
持
ち
の
上
、

高
齢
障
害
福
祉
課
へ

▼
問
合
せ
＝
高
齢
障
害
福
祉
課
（
内
線

三
〇
四
・
三
〇
七
）

み
な
さ
ん
が
平
成
十
七
年
一
月
か
ら

十
二
月
に
支
払
っ
た
国
民
健
康
保
険
税

は
、
平
成
十
七
年
分
所
得
税
の
確
定
申

告
や
平
成
十
八
年
度
市
・
府
民
税
申
告

の
際
に
、
全
額
社
会
保
険
料
控
除
の
対

象
に
な
り
ま
す
。

社
会
保
険
料
控
除
の
国
民
健
康
保
険

税
の
申
告
は
、
一
年
間
に
支
払
っ
た
保

険
税
の
合
計
金
額
を
記
入
す
る
だ
け
で
、

支
払
金
額
を
確
認
で
き
る
領
収
書
等
の

添
付
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

一
月
下
旬
に
、
世
帯
主
様
宛
て
に
国

民
健
康
保
険
税
納
税
額
通
知
書
を
送
付

し
て
い
ま
す
の
で
、
そ
れ
を
参
考
に
忘

れ
ず
に
申
告
し
ま
し
ょ
う
。

▼
問
合
せ
＝
国
保
年
金
課
（
内
線
二
九

一
・
三
八
〇
）
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福
祉
有
償
運
送
の
申
請
を

受
付
け
て
い
ま
す

愛
の
一
声
運
動

家
族
介
護
慰
労
金
を

支
給
し
ま
す

国
民
健
康
保
険
か
ら
の

お
知
ら
せ

高
齢
者
の
ふ
と
ん
洗
濯

サ
ー
ビ
ス
後
期
分
実
施



対
し
、
国
が
給
付
金
を
支
給
す
る
制
度
で

す
。

▼
給
付
金
の
支
給
が
受
け
ら
れ
る
被
害
者

ま
た
は
遺
族
の
資
格
＝
▽
日
本
国
籍
を
有

す
る
方
ま
た
は
日
本
国
内
に
住
所
を
有
す

る
方

▽
外
国
人
で
あ
っ
て
も
当
該
被
害
者
の
原

因
と
な
っ
た
犯
罪
行
為
が
行
わ
れ
た
時
に

お
い
て
、
日
本
国
内
に
住
所
を
有
し
て
い

た
被
害
者
本
人
（
被
害
者
死
亡
の
場
合
は

遺
族
）

▼
犯
罪
被
害
者
等
給
付
金
の
性
格
と
種

類
＝
▽
遺
族
給
付
金
▽
重
傷
病
給
付
金

▽
障
害
給
付
金
の
三
種
類
が
あ
り
、
す
べ

て
国
か
ら
支
給
さ
れ
る
損
害
の
補
填
の
要

素
を
含
む
見
舞
金
的
な
性
格
の
も
の
で
す

▼
問
合
せ
＝
泉
南
警
察
署
薀
磚
１
２
３
４

平
成
十
七
年
十

月
一
日
現
在
で
実

施
し
ま
し
た
国
勢

調
査
の
結
果
速
報

を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
な
お
、
こ
の

速
報
は
概
数
で
あ

り
、
総
務
省
統
計

局
か
ら
公
表
さ
れ

る
数
値
と
異
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
総
務

課
（
内
線
二
六
八
）

年
間
約
十
三
万
件
、
月
間
一
万
件
以
上

も
市
内
外
か
ら
ご
訪
問
い
た
だ
い
て
い
る

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
は
も
ち
ろ
ん
、
サ
イ
ト
内

の
ご
希
望
の
ペ
ー
ジ
に
バ
ナ
ー
広
告
を
掲

載
い
た
し
ま
す
。

▼
四
月
以
降
掲
載
分
の
募
集
受
付
＝
二
月

十
三
日
豺
か
ら

▼
料
金
＝
▽
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
は
、
一
か
月

間
一
万
円

▽
そ
の
他
の
ペ
ー
ジ
は
、
一
か
月
間
八
、

〇
〇
〇
円
※
料
金
に
つ
い
て
は
、
継
続
割

引
も
ご
ざ
い
ま
す
▽
広
告
の
規
格
や
手
続

き
な
ど
詳
細
は
、
泉
南
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
の
う
え
、
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

▼
泉
南
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
＝h

ttp
:/
/

w
w
w
.city.sennan.osaka.jp/

▼
問
合
せ
＝
情
報
管
理
課
（
内
線
三
二

八
／e-m

ail:jy
ou
k
an
@
city
.sen
n
an
.lg
.

jp

）
市
営
住
宅
の
あ
き
家
入
居
者
を
「
住

宅
困
窮
度
評
定
」
に
よ
り
募
集
し
ま
す
。

▼
対
象
＝
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
方

で
、
申
込
資
格
に
適
合
す
る
方

▼
募
集
戸
数
＝
前
畑
団
地
四
戸

▼
申
込
書
配
布
期
間
＝
二
月
八
日
貉
〜
二

十
八
日
貂

▼
申
込
書
受
付
期
間
＝
二
月
十
五
日
貉
〜

二
十
八
日
貂

※
配
布
・
受
付
と
も
執
務
時
間
内
で
、
土

日
は
除
く
。

▼
配
布
場
所
＝
▽
市
役
所
別
館
二
階
施
設

管
理
課
住
宅
公
園
係

▽
人
権
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

▼
受
付
場
所
＝
市
役
所
別
館
二
階
施
設
管

理
課

▼
選
考
方
法
＝
申
込
み
多
数
の
場
合
は
、

公
開
抽
選
を
行
い
、
資
格
審
査
に
よ
り
入

居
者
を
選
考
。
な
お
、
抽
選
は
困
窮
度
に

応
じ
て
優
遇
倍
率
を
決
め
て
行
い
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
施
設
管
理
課
（
内
線
五
八

一
・
五
八
二
）

二
月
十
九
日
豸
、
泉
州
国
際
市
民
マ
ラ

ソ
ン
開
催
の
た
め
、
次
の
と
お
り
市
民
体

育
館
等
の
施
設
を
臨
時
休
館
と
し
ま
す
。

▼
終
日
休
館
（
場
）
＝
市
民
体
育
館
、
り

ん
く
う
体
育
館
（
大
阪
府
南
部
広
域
防
災

拠
点
）、
な
み
は
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
市
民

球
場
（
サ
ザ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム
）、
り
ん
く

う
南
浜
二
号
緑
地
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

な
お
、
二
月
十
九
日
豸
に
市
民
体
育
館

で
実
施
す
る
予
定
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
お
よ

び
、
な
み
は
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
使
用
の
抽
選

会
は
、
二
月
十
二
日
豸
に
変
更
し
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
抽
選
時
間
・
場
所

は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
問
合
せ
＝
市
民
体
育
館
薀
祗
１
０
０
０
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　 　 　 珈 玳 珎 玻
珀 笞 笵 珞 璢 琅 瑯
琥 筍 笋 筌 瑕 琿 瑟
瑙 筧 筰 瑩 瑰 瑣 瑪
瑶 箟 箍 珈 玳 珎 玻
珀 笞 笵 珞 璢 琅 瑯  

2月1日～3月11日・薀祚２６２７ 
□‥‥開館日 
●‥‥休館日 
※受付時間 
（午前9:15～午後7:00） 
※利用料金 
▽大　人　＝　500円 
▽高校生　＝　300円 
▽小・中学生＝200円 
▽高齢者　＝　250円 

　　　珈玳珎玻
珀縋笵珞璢琅瑯
琥筍笋琺瑕琿瑟
瑙繞筰瑩瑰瑣瑪
瑶繻箍珈玳珎玻
珀縋笵珞璢琅瑯  

　 　　珈玳珎玻
珀縋笵珞璢琅筺
琥繃笋琺瑕琿瑟
瑙繞筰瑩瑰瑣瑪
瑶繻箍珈玳珎玻
珀縋笵珞璢琅瑯  

※体育館をご利用いただく場合は、 
　必ず、上ぐつをご持参ください 

2月1日～3月11日・薀祗１０００ 

　”健康＆体力づくり”の第一歩は、 
　　　　”温水プール”からはじめましょう！ 

※受付は、午前9時～午後5時半但し 
月曜日は正午まで（行事により早く 
閉館する場合があります） 

2月1日～3月11日・薀祟４３６１ 

泉
南
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
に

広
告（
有
料
）を
掲
載
し
ま
せ
ん
か

国
勢
調
査
へ
の
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

平成１２年 
 （確報） 

世帯数 ２０，７０９ ２１，７２２ 

３１，１２９ ３１，１４７ 

３３，０２３ ３３，５３９ 

６４，１５２ ６４，６８６ 

男 

女 人口 

総数 

平成１７年 
 （概数） 

体
育
施
設
臨
時
休
館
と
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
等
の
抽
選
日
変
更

市
営
住
宅
入
居
者
を

募
集
し
ま
す

今
年
四
月
に
、
市
立
各
小
・
中
学
校
の

第
一
学
年
に
入
学
を
予
定
さ
れ
て
い
る
児

童
・
生
徒
の
保
護
者
の
方
に
、「
就
学
通

知
書
」
を
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

も
し
ま
だ
届
い
て
い
な
い
方
が
お
ら
れ

ま
し
た
ら
、
教
育
委
員
会
学
務
課
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
新
小
学
一
年
＝
平
成
十
一
年
四
月
二
日

〜
平
成
十
二
年
四
月
一
日
生
ま
れ

▼
新
中
学
一
年
＝
平
成
五
年
四
月
二
日
〜

平
成
六
年
四
月
一
日
生
ま
れ

▼
問
合
せ
＝
学
務
課
（
内
線
二
九
七
）

泉
南
市
の
少
子
化
対
策
と
し
て
、
平
成

十
七
年
に
泉
南
市
次
世
代
支
援
対
策
地
域

行
動
計
画
を
策
定
し
、
今
後
様
々
な
少
子

化
対
策
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。
こ
の
計

画
の
実
施
状
況
の
把
握
、
点
検
を
継
続
的

に
行
っ
て
い
く
た
め
に
、
市
民
か
ら
委
員

を
募
集
し
ま
す
。

▼
応
募
資
格
＝
泉
南
市
内
在
住
・
在
勤
の

方▼
募
集
人
員
＝
二
名
以
内
（
任
期
は
お
お

む
ね
五
年
間
）

▼
応
募
要
件
＝
「
私
の
子
育
て
」
と
題
し

て
一
、
〇
〇
〇
字
以
内
の
レ
ポ
ー
ト
を
提

出
し
て
い
た
だ
き
ま
す

▼
提
出
期
限
＝
二
月
二
十
八
日
貂
ま
で

（
郵
送
可
・
当
日
消
印
有
効
）

▼
提
出
場
所
＝
泉
南
市
役
所
児
童
福
祉
課

▼
問
合
せ
＝
児
童
福
祉
課（
内
線
二
四
二
）

子
育
て
の
手
助
け
を
し
て
ほ
し
い
と
思

う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
子
ど
も
を
預

か
っ
て
ほ
し
い
会
員
、
預
か
れ
る
会
員
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

笊
利
用
会
員
＝
三
か
月
〜
お
お
む
ね
十
二

歳
ま
で
の
子
ど
も
の
い
る
方
。「
今
す
ぐ

利
用
す
る
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
」
と
い

う
方
も
歓
迎
し
ま
す
。

笆
協
力
会
員
＝
子
ど
も
が
好
き
で
、
自
宅

で
子
ど
も
を
預
か
る
こ
と
が
で
き
る
方
。

年
齢
・
性
別
・
資
格
は
問
い
ま
せ
ん
。

（
▽
活
動
の
前
に
研
修
の
受
講
が
必
要
で

す
▽
保
育
施
設
等
へ
の
送
迎
の
み
、昼
間
、

日
曜
日
な
ど
、
都
合
に
あ
わ
せ
て
活
動
で

き
ま
す
）

笳
両
方
会
員
＝
利
用
会
員
と
協
力
会
員
を

兼
ね
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

▼
利
用
料
＝
七
〇
〇
円
〜
（
一
時
間
）

※
援
助
活
動
中
の
事
故
に
備
え
て
フ
ァ
ミ

リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
補
償
保
険

に
加
入
し
、
会
員
が
安
心
し
て
活
動
を
行

え
る
よ
う
に
支
援
し
ま
す
。（
保
険
料
は

泉
南
市
が
負
担
）

※
登
録
料
・
年
会
費
は
無
料
で
、
登
録
は

随
時
で
き
ま
す
。

▼
会
員
登
録
・
問
合
せ
＝
泉
南
市
フ
ァ
ミ

リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
「
ほ
っ
と

み
る
く
」（
一
丘
幼
稚
園
内
）
薀
祟
９
６

６
５自

動
車
図
書
館
「
か
し
の
き
号
」
は
、

下
記
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
月
二
回
ず
つ
巡

回
し
て
い
ま
す
。
は
じ
め
て
本
を
借
り
ら

れ
る
方
は
、
住
所
の
確
認
で
き
る
も
の
を

お
持
ち
く
だ
さ
い
。
お
ひ
と
り
八
冊
ま
で

本
を
借
り
て
い
た
だ
け
ま
す
。
な
お
気
象

条
件
等
に
よ
り
巡
回
を
中
止
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
図
書
館

三
月
一
日
貉
〜
十
四
日
貂
ま
で
蔵
書
点

検
の
た
め
図
書
館
お
よ
び「
か
し
の
き
号
」

は
休
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
本
の
返
却

は
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
図
書
館

こ
の
制
度
は
、
殺
人
や
傷
害
な
ど
の
人

の
生
命
ま
た
は
身
体
を
害
す
る
故
意
の
犯

罪
行
為
に
よ
り
、
不
慮
の
死
を
遂
げ
ら
れ

た
方
の
遺
族
や
身
体
に
重
傷
病
を
負
い
、

も
し
く
は
障
害
が
残
っ
た
被
害
者
の
方
に
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鳴滝第２小学校 

楠台１号公園 

サンハイツ和泉砂川 

ファミール南大阪 

浜老人集会場  

砂川老人集会場 

青少年センター 

一丘団地 

ルナりんくう 

八幡山自治会館 

関空マーブルコースト 

西信達公民館 

2:00～ 
2:45

2:00～ 
2:45

2:00～ 
2:45

3:15～ 
4:00

3:15～ 
4:00

3:00～ 
4:00

2:00～ 
2:30

2:00～ 
2:45

2:00～ 
2:45

3:00～ 
4:00

3:00～ 
3:45

3:00～ 
4:00

2月1日～3月11日・薀祗７７６６ 

贓 

贓 

賍 

賍 

贔 

贔 

贓 

贓 

賍 

賍 

贔 

贔 

⑮  
⑮  
⑯  
澑  
濂  
濂  

①  
①  
②  
②  
③  
③  

⑮  
⑮  
⑯  
澑  
濂  
濂  

澤  
澤  
澹  
澹  
濆  
濆  

⑧  
⑧  
⑨  
⑨  
⑩  
⑩  

澤  
澤  
澹  
澹  
濆  
濆  

２月 ３月 ３月 ２月 

 
  
  
  
  
  

  
  
  
  
  
  

　　　珈玳珎玻
珀笞珮珞璢琅筺
琥筍琲琺瑕琿瑟
瑙筧瑜瑩瑰瑣瑪
瑶箟箍笊笆笳笘
笙笞笵笨笶筐筺  

巡
回
は
お
休
み
で
す 

巡
回
は
お
休
み
で
す 

（
仮
称
）
次
世
代
育
成
支
援
　

対
策
地
域
協
議
会
委
員
を
公
募

蔵
書
点
検
の
お
知
ら
せ

犯
罪
被
害
給
付
金
制
度
の

ご
案
内

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
会
員
募
集

か
し
の
き
号
か
ら
の

お
知
ら
せ

届
い
て
い
ま
す
か

就
学
通
知
書



の
上
、
泉
南
清
掃
事
務
組
合
事
業
課
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い

▼
受
付
期
間
＝
二
月
十
三
日
豺
〜
二
十
七

日
豺
（
土
日
は
除
く
）

▼
そ
の
他
＝
▽
こ
の
申
請
は
一
般
廃
棄
物

の
取
扱
い
の
営
業
許
可
で
は
あ
り
ま
せ
ん

▽
ご
み
の
排
出
時
に
は
減
量
化
を
図
り
、

市
の
ご
み
分
別
品
目
に
合
わ
せ
て
持
ち
込

む
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
▽
産
業
廃
棄
物

に
つ
い
て
は
、
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃

に
関
す
る
法
律
等
に
よ
り
、
事
業
者
の
責

任
に
お
い
て
適
正
に
処
理
し
て
く
だ
さ
い

▼
問
合
せ
＝
泉
南
清
掃
事
務
組
合
薀
祚
０

５
８
１

ご
み
収
集
時
に
収
集
車
が
炎
上
す
る
火

災
事
故
が
連
続
し
て
発
生
し
ま
し
た
。

火
災
原
因
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
粗
大

ご
み
の
中
に
ガ
ス
の
残
っ
た
カ
セ
ッ
ト
ボ

ン
ベ
が
混
入
し
、
燃
え
や
す
い
物
に
発
火

し
た
も
の
と
判
明
し
ま
し
た
。

カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
は
使
い
切
っ
て
も
少

量
残
っ
て
い
る
場
合
が
あ
り
、
本
数
が
た

ま
れ
ば
ガ
ス
も
大
量
に
な
り
、
爆
発
お
よ

び
車
両
火
災
の
原
因
に
な
り
ま
す
。
カ
セ

ッ
ト
ボ
ン
ベ
、
ス
プ
レ
ー
缶
は
不
燃
ご
み

と
し
て
電
話
に
よ
る
申
込
み
で
収
集
を
行

っ
て
い
ま
す
。
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
、
ス
プ

レ
ー
缶
は
中
身
を
最
後
ま
で
使
い
切
り
、

安
全
な
と
こ
ろ
で
穴
を
開
け
ガ
ス
を
抜
き

取
っ
て
か
ら
申
込
み
く
だ
さ
い
。

重
大
な
事
故
の
発
生
を
未
然
に
防
ぐ
た

め
に
も
市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
清
掃
課
薀
祟
５
８
７
５

平
成
十
八
年
四
月
か
ら
、
粗
大
ご
み
の

収
集
が
不
燃
ご
み
と
同
様
に
電
話
申
込
み

に
変
わ
り
ま
す
。

電
話
に
よ
る
申
込
み
は
、
陶
磁
器
類
、

せ
と
も
の
類
、
ガ
ラ
ス
類
、
や
か
ん
、
皮

革
製
品
、
小
型
金
属
製
品
、
家
具
類
、
ス

プ
リ
ン
グ
マ
ッ
ト
、
自
転
車
、
家
庭
用
の

電
気
、
ガ
ス
、
石
油
を
使
用
す
る
器
具
類

は
全
て
申
し
込
み
に
な
り
ま
す
。

※
テ
レ
ビ
、
冷
蔵
庫
、
冷
凍
庫
、
洗
濯
機
、

エ
ア
コ
ン
は
収
集
・
処
理
で
き
ま
せ
ん
。

▼
た
た
み
、
竿
、
物
干
し
台
（
コ
ン
ク
リ

ー
ト
台
は
収
集
・
処
理
で
き
ま
せ
ん
）
＝

ご
み
収
集
車
に
入
る
大
き
さ
一
ｍ
以
内
に

切
断
し
て
か
ら
申
込
み
く
だ
さ
い

▼
ス
プ
リ
ン
グ
入
り
マ
ッ
ト
＝
ス
プ
リ
ン

グ
だ
け
に
し
て
か
ら
申
込
み
く
だ
さ
い

（
取
り
外
し
た
布
類
は
、
週
一
回
貅
・
貊

の
可
燃
ご
み
に
出
し
て
く
だ
さ
い
）

▼
石
油
ス
ト
ー
ブ
＝
灯
油
、
乾
電
池
を
抜

き
取
っ
て
か
ら
申
込
み
く
だ
さ
い

▼
ガ
ス
コ
ン
ロ
＝
乾
電
池
を
抜
き
取
っ
て

か
ら
申
込
み
く
だ
さ
い

▼
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
、
ス
プ
レ
ー
缶
＝
中

身
を
使
い
切
っ
て
、
安
全
な
場
所
で
穴
を

開
け
ガ
ス
を
抜
き
取
り
、
数
が
た
ま
っ
て

か
ら
申
込
み
く
だ
さ
い

▼
蛍
光
灯
、
電
球
＝
数
が
た
ま
っ
て
か
ら

申
込
み
く
だ
さ
い

▼
乾
電
池
＝
別
の
入
れ
物
（
袋
）
に
入
れ

て
た
ま
っ
て
か
ら
申
込
み
く
だ
さ
い

▼
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
、
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
＝

別
の
入
れ
物
（
袋
）
に
入
れ
て
た
ま
っ
て

か
ら
申
込
み
く
だ
さ
い

▼
て
ん
ぷ
ら
油
の
廃
油
＝
倒
れ
て
も
割
れ

な
い
容
器
お
よ
び
、
こ
ぼ
れ
な
い
容
器
に

入
れ
て
た
ま
っ
て
か
ら
申
込
み
く
だ
さ
い

▼
自
転
車
＝
家
庭
で
使
用
し
た
私
用
車
だ

け
申
込
み
く
だ
さ
い
※
所
有
者
の
分
か
ら

な
い
自
転
車
は
収
集
で
き
ま
せ
ん

▼
自
治
会
や
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
組
合
等
で

の
申
込
み
＝
粗
大
ご
み
・
不
燃
ご
み
を
申

込
み
さ
れ
る
場
合
は
各
世
帯
で
申
込
み
く

だ
さ
い
。
自
治
会
や
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
組

合
等
で
処
理
さ
れ
る
場
合
は
、
泉
南
清
掃

事
務
組
合
に
搬
入
す
る
か
一
般
廃
棄
物
処

理
許
可
業
者
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
引
越
し
や
倉
庫
、
納
屋
の
片
付
け
な
ど

で
多
量
に
排
出
さ
れ
る
臨
時
ご
み
＝
各
自

で
泉
南
清
掃
事
務
組
合
に
自
己
搬
入
す
る

か
一
般
廃
棄
物
処
理
許
可
業
者
に
依
頼
し

て
く
だ
さ
い

▼
収
集
お
よ
び
焼
却
処
理
で
き
な
い
ご
み

類
＝
バ
イ
ク
、
消
火
器
、
劇
薬
、
農
薬
、

毒
物
、
タ
イ
ヤ
、
オ
イ
ル
、
ガ
ソ
リ
ン
、

灯
油
、
軽
油
、
バ
ッ
テ
リ
ー
、
ブ
ロ
ッ
ク
、

瓦
、
レ
ン
ガ
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
ボ
ン
ベ
、
医
療

廃
棄
物
、
産
業
廃
棄
物
、
自
動
車
部
品
類
、

金
庫
、
ピ
ア
ノ
、
風
呂
桶
、
温
水
器

▼
問
合
せ
＝
清
掃
課
薀
祟
５
８
７
５
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カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
・
ス
プ
レ
ー

缶
の
排
出
に
つ
い
て
の
願
い

粗
大
ご
み
の
収
集
変
更
の

お
知
ら
せ
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最
低
賃
金
制
度
と
は
、
国
が
賃
金
の

最
低
額
を
定
め
、
使
用
者
は
そ
の
金
額

以
上
の
賃
金
を
労
働
者
に
支
払
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
制
度
で
す
。
最

低
賃
金
に
は
、
大
阪
府
内
の
す
べ
て
の

労
働
者
が
対
象
と
な
る
「
大
阪
府
最
低

賃
金
」
と
特
定
の
産
業
の
労
働
者
が
対

象
と
な
る
「
産
業
別
最
低
賃
金
」
が
あ

り
、
原
則
と
し
て
臨
時
・
パ
ー
ト
タ
イ

マ
ー
・
ア
ル
バ
イ
ト
等
を
含
む
す
べ
て

の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

現
在
の
最
低
賃
金
（
時
間
額
）

▼
地
域
別
最
低
賃
金
＝
笊
大
阪
府
最
低

賃
金
（
七
〇
八
円
）

▼
産
業
別
最
低
賃
金
＝
笆
塗
料
製
造
業

（
八
三
〇
円
）
笳
電
気
機
械
器
具
製
造
関

連
産
業
（
七
七
九
円
）
笘
機
械
・
金
属

製
品
製
造
関
連
産
業
（
八
〇
二
円
）
笙

自
動
車
・
同
附
属
品
製
造
業
（
七
九
六

円
）
笞
鉄
鋼
業
（
八
一
一
円
）
笵
自
動

車
小
売
業
（
七
八
八
円
）
笨
非
鉄
金
属

関
連
産
業
（
七
七
七
円
）
笶
各
種
商
品

小
売
業
（
七
五
一
円
）

▼
問
合
せ
＝
大
阪
労
働
局
賃
金
課
薀
０

６
・
６
９
４
９
・
６
５
０
２

泉
南
市
で
は
、
中
小
企
業
退
職
金
共

済
制
度
に
加
入
さ
れ
て
い
る
事
業
主
の

方
々
に
、
掛
金
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

（
た
だ
し
、
事
業
所
が
当
初
契
約
し
た
月

か
ら
五
年
間
の
共
済
掛
金
の
み
）

補
助
対
象
は
、
市
内
に
事
業
所
を
有

し
、
全
額
事
業
主
負
担
で
、
平
成
十
二

年
二
月
以
降
に
中
小
企
業
退
職
金
共
済

制
度
に
加
入
し
て
い
る
、
被
共
済
者
が

五
十
人
以
下
の
事
業
主
の
方
々
で
す
。

申
請
は
、
毎
年
一
月
〜
十
二
月
ま
で

に
納
め
た
掛
金
に
つ
い
て
、
二
月
末
日

ま
で
に
地
域
振
興
課
設
置
の
補
助
金
交

付
申
請
書
と
個
人
別
、
月
別
掛
金
内
訳

書
に
退
職
金
共
済
手
帳
の
写
し
お
よ
び

納
税
証
明
書
（
市
税
の
完
納
を
証
す
る

書
面
）
を
添
え
て
、
申
請
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
地
域
振
興
課（
内
線
五
八
三
）

一
般
廃
棄
物
の
持
込
み
定
期
投
入
に

よ
る
、
泉
南
清
掃
工
場
を
使
用
さ
れ
る

方
の
使
用
願
の
申
請
を
受
付
け
し
ま
す
。

▼
申
込
み
＝
清
掃
工
場
計
量
室
に
備
え

付
け
の
申
請
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

泉
南
清
掃
工
場
の
使
用
願
い

を
受
付
け
し
ま
す

地
域
お
よ
び
産
業
別
最
低

賃
金
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

（№６１） 

「人とかかわる力を育む」　雄信幼稚園 
本園は、れんげ畑・竹の子掘りの竹林・さくらんぼ

やみかん畑、ヒメボタルが鑑賞できる場所へも歩いて

行ける場所にあります。昨今コミュニケーション能力

の低下が危惧されていますが、本園も小規模園となり、

人とかかわる範囲が狭くなってきています。そこでク

ラスの枠にとらわれず、いろいろな個性をもつ子ども

同士が出会う機会や小学生・地域の高齢者などいろい

ろな人との出会いの場を意図的に取り入れ、友だちと

一緒に遊ぶ楽しさや人とのつながりの温かさを感じて

ほしいと取り組んでいます。

★異年齢グループの活動

年少・年長の

ペア活動から始

まり、２学期に

は４～５人の異

年齢グループの

友だちと一緒に

弁当を食べます。

どこで食べたいか、それぞれが意見を出し、１つにま

とまるのは容易ではありませんが、回を重ねるにつれ

多数決や決定権を順番にするなど、子どもなりに解決

していきます。運動会やごっこ遊び、生活発表会など

年間３～４回グループ替えをして活動をしています

が、その中で自分の思いを出したり、友だちとの思い

の違いに直面し、解決して行く中で人とかかわる力が

育っています。

★地域のいろいろな人とのかかわり

郷土芸能保存会の方から｢ソーレーサー｣の踊りの指

導のため太鼓・笛・音頭、踊り子さん方が来てくださ

り、雄信小学校の１年生と一緒に｢ソーレーサー｣を教

えていただいています。７月下旬の夏の集いでは、や

ぐらを囲んで全員で踊ります。近年雄信小学校でも指

導してくださり、地域芸能の担い手が育っています。

雄信地区すべての人が顔見知りになり、声をかけあ

う関係ができれば、子どもたちにとっても安全。そう

なるよう幼稚園から発信していきたいと思います。

１
〜
９
人
以
下
 

10
〜
30
人
以
下
 

31
〜
50
人
以
下
 

20
％
 

15
％
 

10
％
 

共
済
者
数 

補
助
率 

補
助
対
象
掛
金
月
額 

中
小
企
業
退
職
金
共
済
掛
金

補
助
制
度
の
申
請
に
つ
い
て

広告掲載枠です。
内容については、今月号広報せんなんをご覧ください。



盧人件費の状況（普通会計決算） 

蘯職員の平均給料月額・平均給与月額及び平均年齢の状況（Ｈ17.4.1現在） 

区　分 

16年度 65,272 20,369,766 51,076

歳出額Ａ 人件費Ｂ 実質収支 人件費率（Ｂ／Ａ） 15年度の人件費率（参考） 住民基本台帳人口（年度末） 
H17.3.31 人 千円 

5,765,698
千円 
28.3

％ 

42.3
歳 

40.3
歳 

29.0
％ 千円 

盪職員給与費の状況（普通会計当初予算） 
区　分 

17年度 

区　分 

泉南市 

　国 

職員数Ａ 

580（0） 
人 
2,418,815

千円 
1,091,193

千円 
4,104,275

千円 
7,076

千円 
594,267

千円 

343,100
円 

円 
434,600

329,700

円 

円 

※人件費には、特別職に支給される給料、報酬を含みます。 

※泉南市の平均給与月額には扶養手当、調整手当、特殊勤務手当、時間外勤務手当等を含んでいます。 

※１．職員手当には退職手当、児童手当は含みません。２．職員数及び給与費は当初予算に計上された額です。３．教育長の給与を含みます。４．（　　）内は再任用短時間勤務職員であり、外書きです。 

※経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務している場合は、採用後の年数をいいます。 

給与費 

一般行政職 技能労務職 
平均給料月額 平均給与月額 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢 平均年齢 

給　料 職員手当 計　Ｂ １人当たり給与費（Ｂ／Ａ） 期末・勤勉手当 

43.0
歳 

48.1
歳 

319,700
円 

円 
385,500

285,000

円 

円 

盻職員の初任給の状況（Ｈ17.4.1現在） 
区　分 

一般行政職 

幼稚園教諭職 

182,600円 
152,800円 
189,200円 
169,500円 

196,700円 
169,000円 
203,000円 
189,200円 

170,700円 
138,800円 

184,400円 
148,500円 

泉南市 国 

大学卒 
決定初任給 採用２年経過日給料額 初任給 採用２年経過日給料額 

高校卒 
大学卒 
短大卒 

眈職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（Ｈ17.4.1現在） 
区　分 経験年数７年以上、10年未満 経験年数10年以上、15年未満 経験年数15年以上、20年未満 

一般行政職 

技能労務職 

258,300円 

255,900円 

288,600円 
268,000円 
267,100円 
272,100円 

336,800円 
287,900円 
290,200円 
298,300円 

大学卒 
高校卒 
高校卒 
中学卒 

※１．泉南市の給与条例に基づく給料表の等級区分による職員数です。 
※２．標準的な職務内容とは、それぞれの等級に該当する代表的な職名です。 

眇一般行政職の等級別職員数の状況（Ｈ17.4.1現在） 
区　分 

職員数 
構成比 

１年前の構成比 
５年前の構成比 

標準的な職務内容 

参
考 

８級 
部長 
10人 
3.5％ 
3.8％ 
3.1％ 

係長 
119人 
42.1％ 
39.2％ 
34.6％ 

５級 ４級 
係員 

102人 
36.0％ 
38.1％ 
44.9％ 

３級 

10人 
3.5％ 
3.8％ 
0.7％ 

２級 

0.4％ 

１級 

283人 
100％ 
100％ 
100％ 

計 
保育所長 

７級 ６級 
課長 
42人 
14.9％ 
14.7％ 
16.7％ 

眄昇給期間短縮の状況（Ｈ17.4.1現在） 
区　　　分 合　計 一般行政職 技能労務職 

職員数（A） 

比率（B）／（A） 

比率（B）／（A） 

職員数（A） 

普通昇給期間（12月～24月）を短縮して昇給した職員数（B） 

 

普通昇給期間（12月～24月）を短縮して昇給した職員数（B） 

 

17年度 

16年度 

370人 
0人 
0％ 

0％ 

381人 
0人 

283人 
0人 
0％ 

0％ 

286人 
0人 

87人 
0人 
0％ 

0％ 

95人 
0人 

眩職員手当の状況 

区　分 泉南市 　国 

35,500円 

6,686円 

※１.（　　）内は、再任用職員に係る支給割合です。２.退職手当の１人当たりの平均支給額は、前年度に退職した全職種に係る職員に支給された平均額です。 
支給対象地域 全地域 

10％ 

０％ 
647人 

支給率 

国の制度（支給率） 
支給対象職員数 

支給対象職員１人当たりの平均支給額 

眤特別職の報酬等の状況（Ｈ17.4.1現在） 眞部門別職員数の状況（各年4.1現在）

期末手当 
勤勉手当 

退職手当 

調整手当（Ｈ17.4.1現在） 

支給総額 132,609千円 

116,797千円 
17,766円 

15,376円 

職員１人当たり平均支給月額 

職員１人当たり平均支給月額 
支給総額 時間外勤務手当 

区　分 内　容 国の制度と異なる内容 国の制度との異同 

扶養手当 

住居手当 

通勤手当 

同じ 

同じ 

異なる 

16年度 

15年度 

区　分 
職員全体に占める特勤手当支給職員の割合 
支給対象職員１人当たり平均支給月額 
手当の種類（手当数） 

代表的な手当の名称 支給額の多い手当 

多くの職員に支給されている手当 

45.9％ 

35種類 
市税事務従事手当、夜間特殊業務手当、 
ごみ収集作業手当 
水火災出動手当、夜間特殊業務手当、現場作業従事手当 

特殊勤務手当 
（17年4月分） 

17年度支給割合 
　【期末手当】　　　【勤勉手当】 
６月期　　1.4月分（0.75月分）　　0.7月分  （0.35月分） 
12月期　　1.6月分（0.85月分）　　0.75月分（0.4月分） 
　計　  　3.00月分（1.6月分）　　1.45月分（0.75月分） 
※職務上の段階、職務の等級による加算措置　有 

※支給率　　自己都合　　勧奨・定年 
勤続20年　　21.00月分　　27.3月分 
勤続25年　　33.75月分　　42.12月分 
勤続35年　　47.50月分　　59.28月分 
最高限度額　59.28月分　　59.28月分 
その他の加算措置　定年前早期退職特例措置（２～20％加算） 
１人あたり平均支給額　23,821千円 

※支給率　　自己都合　　勧奨・定年 
勤続20年　　21.00月分　　27.3月分 
勤続25年　　33.75月分　　42.12月分 
勤続35年　　47.50月分　　59.28月分 
最高限度額　59.28月分　　59.28月分 
その他の加算措置　定年前早期退職特例措置（２～20％加算） 

17年度支給割合 
　【期末手当】　　　【勤勉手当】 
６月期　1.4月分（0.75月分）　　0.7月分  （0.35月分） 
12月期　1.6月分（0.85月分）　　0.75月分（0.4月分） 
　計　　3.00月分（1.6月分）　　1.45月分（0.75月分） 
※職務上の段階、職務の等級による加算措置　有 

※配偶者　13,500円　 
※配偶者以外の扶養親族のうち２人まで6,000円 
（但し、扶養親族でない配偶者を有する場合、１人目に6,500円） 
※配偶者のいない職員の扶養親族１人　11,000円 
※その他の親族　5,000円 
※満16歳の年度初めから満22歳までの子、１人につき5,000円を加算 （Ｈ17.4.1現在） 

（Ｈ17.4.1現在） 

（Ｈ17.4.1現在） 

※家賃11,500まで　０円　 
※家賃11,500円を超え23,000円まで　家賃－11,500円 
※家賃23,000円を超え55,000円まで　家賃×１／２円 
※家賃55,000円を超えるとき　27,500円 
※持ち家　1,700円（購入後５年間3,200円） 
※一律支給4,000円 

※家賃　　国の制度に500円を加算　
※持ち家　国は購入後5年間2,500円 
※国は一律支給なし 

区　分 給料月額等 

給　料 市　長　　　773,500円 
助　役　　　663,000円　　　 

議　長　　　570,000円 
副議長　　　520,000円 
議　員　　　500,000円 

市　長 
助　役 

議　長 
副議長 
議　員 

報　酬 

期末手当 

（17年度支給割合） 
　６月期…2.05月分 
　12月期…2.35月分 
　合　計…4.40月分 
（17年度支給割合） 
　６月期…2.1月分 
　12月期…2.35月分 
　合　計…4.45月分 

区　分 職員数 対前年増減数 
部　門 Ｈ15 Ｈ17 Ｈ15 Ｈ17
議　会  

税　務　　 

農林水産 

民　生 
衛　生 

商　工 
土　木 

教　育 特別行 
政部門 

公営企 
業等会 
計部門 

消　防 

水　道 
下水道 
その他　　　 

普通会計　計 

小　計　　 

小　計 

小　計 
合　計 

総務・企画 一
般
行
政
部
門 

※２袰未満　　　　　      0円
※２袰以上５袰未満　 2,000円
※５袰以上10袰未満　 4,100円
※10袰以上15袰未満　 6,500円
※15袰以上20袰未満　 8,900円 
※20袰以上25袰未満　11,300円 
※25袰以上30袰未満　13,700円 

※30袰以上35袰未満　16,100円 
※35袰以上40袰未満　18,500円 
※40袰以上45袰未満　20,900円 
※45袰以上50袰未満　21,800円 
※50袰以上55袰未満　22,700円 
※55袰以上60袰未満　23,600円 
※60袰以上　　　　　24,500円 

 

      6       6       0       0
    86     90     - 5    2
   29     30    - 3     1
   155   140   - 5 - 10
    73     70    - 9     - 2
   12     11       0 - 1
      5       3    - 1     - 2
   38   38       3       0
404(1)  388(0)  -20(-1) -12(0)

   128    121    - 1   - 3
   71    72   1    0
199(0) 193(0)   0(0)   -3(0)
603(1) 581(0)  -20(-1) -15(0)

   36    35    2    0
    16    14       0   - 1
   18   18       1       0
70(0)  67(0)   3(-1)  -1(0)
 673(1)  648(0)

Ｈ16
      6
    88
    29
  150
    72
    12
      5
  38
 400(0)
   124
   72
196(0)

596(0)

   35
   15
  18
 68(0)
 664(0) -17(-2) -16(0)

Ｈ16
      0
   2
    0
  - 5
    - 1
  0

      0
      0
-4(-1)

  - 4
   1
  -3(0)
-7(-1)

   - 1
  - 1
      0
 -2(0)
-9(-1)

※1.（　）内は、再任用短時間勤務職員であり外書きです。 
※2.教育長を含みます。 

※交通機関利用者　6ヶ月定期代の額を基礎とし1月あたり55,000円限度 

17

泉南市職員の給与について、お知らせします。なお、ここに掲載する給料などは、すべて税や各種保険料を差

し引く前の金額で、いわゆる手取額ではありません。 ▼問合せ＝人事課（内線２０７）

16



19

直通　薀 祀２８５５

泉
南
市
人
権
協
会
で
は
、
就

職
活
動
に
必
要
な
ビ
ジ
ネ
ス
マ

ナ
ー
〔
履
歴
書
（
経
歴
書
）
の

書
き
方
や
面
接
の
受
け
方
な

ど
〕
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き
＝

二
月
二
十
二
日
貉
〜
二
十
四
日
貊
午
後
一
時
〜
四
時

▼
と
こ
ろ
＝

泉
南
市
地
域
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー

（
泉
南
市
立
人
権
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
内
）

▼
講
師
＝
植
木
美
恵
子

う
え
き
み
え
こ

さ
ん
・
田
附
美
佐
子

た
づ
け
み
さ
こ

さ
ん

（
A'
ワ
ー
ク
創
造
館
）

▼
定
員
＝
十
五
名
（
申
込
順
）

▼
対
象
＝
泉
南
市
内
在
住
の
求
職
希
望
者

▼
費
用
＝
無
料

▼
申
込
み
＝

二
月
十
五
日
貉
ま
で
に
、
泉
南
市
人
権
協
会
へ

▼
問
合
せ
＝

泉
南
市
人
権
協
会
薀
祕
１
４
０
１
蕭
祕
１
４
０
５

就
職
活
動
支
援

就
職
活
動
支
援 

講
座
の
お
知
ら
せ

講
座
の
お
知
ら
せ 

就
職
活
動
支
援 

講
座
の
お
知
ら
せ 

音
楽
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通
し
て
、
よ
り
よ
い

自
己
表
現
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
学
び
人
間
関

係
を
さ
ら
に
向
上
さ
せ
、
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
違
い

を
認
め
る
こ
と
に
よ
り
効
果
的
、
積
極
的
な
人
間
関

係
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
・
内
容
・
講
師
＝
下
表
の
と
お
り

▼
と
こ
ろ
＝
あ
い
ぴ
あ
泉
南
三
階
研
修
室
Ⅰ

▼
参
加
費
＝
無
料
（
た
だ
し
、
第
二
講
座
は
カ
リ
ン

バ
代
金
と
し
て
一
、
〇
〇
〇
円
必
要
）

▼
定
員
＝
第
一
・
三
・
四
講
座
は
四
十
名
、

第
二
講
座
は
十
五
名
（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

▼
そ
の
他
＝
各
講
座
の
単
独
受
講
可

▼
一
時
保
育
＝
一
歳
以
上
就
学
前
の
子
ど
も
で
、

定
員
は
七
人
（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
二
月
十
四
日
貂
ま
で
に
電

話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
ハ
ガ
キ
か
Ｅ
メ
ー
ル
で
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
、
希
望
講
座
名
、
一
時
保
育
の
要
否
を
記

入
の
上
、
一
時
保
育
を
希
望
さ
れ
る
方
は
子
ど
も
の

名
前
（
ふ
り
が
な
）、
生
年
月
日
、
保
険
料
五
〇
〇

円
（
保
険
期
間
三
月
三
十
一
日
貊
ま
で
有
効
）
を
添

え
て
）
お
申
込
く
だ
さ
い
。

〒
五
九
〇
・
〇
五
九
二
（
住
所
不
要
）
泉
南
市
役
所

人
権
推
進
課
薀
祀
２
８
５
５
蕭
祗
０
０
７
５
／e

-

m
ail:jinken@

city.sennan.lg.jp

第３講座 
３月７日貂　午前１０時～正午 

ともに暮らす 
～地域での暮らしを考える～ 

NPO法人ダッシュ　森　尚樹さん 

第４講座 
３月１４日貂　午前１０時～正午 
ゴスペルワークショップ 
～ゴスペルの魂を通じて命の大切さを学ぼう～ 

ゴスペルシンガー&シンガーソウルメッセンジャー 
文屋範奈さん 

第１講座 
２月２１日貂　午前１０時～正午 

 オペラDE人権 
～歌とお話（世界は巡る）～ 

 バリトン歌手　松尾健市さん 

ぶんやはんな 
もり　　なおき 

まつおけんいち 

第２講座 
２月２８日貂　午前１０時～正午 

 カリンバワークショップ 
～世界民族楽器の旅～ 

民族楽器奏者　ロビン・ロイドさん 

本
年
も
人
権
週
間
（
十
二
月
四
日
〜
十
日
）
に

ち
な
ん
で
様
々
な
催
し
を
行
い
ま
し
た
。

十
二
月
二
日
〜
七
日
に
か
け
て
、
イ
オ
ン
り
ん

く
う
泉
南
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
内
イ
オ
ン
ホ

ー
ル
に
お
い
て
、
市
内
保
育
所
・
幼
稚
園
・
小
中

学
校
生
の
人
権
ポ
ス
タ
ー
、
習
字
、
絵
画
並
び
に

識
字
教
室
の
皆
さ
ん
の
作
品
展
を
開
催
し
、
連
日

人
権
に
関
す
る
ビ
デ
オ
の
上
映
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
十
二
月
四
日
に
は
譁
イ
オ
ン
に
よ
る
「
人

権
週
間
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
」
も
開
催
さ
れ
、
大

勢
の
皆
さ
ま
に
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。
文
化

ホ
ー
ル
に
お
い
て
も
十
二
月
十
日
に
人
権
作
品
展

を
開
催
し
ま
し
た
。

十
二
月
十
日
に
は
、
文
化
ホ
ー
ル
に
て
人
権
週

間
「
市
民
の
集
い
」
人
権
と
差
別
〜
世
界
を
旅
し

て
学
ん
だ
こ
と
〜
と
題
し
て
講
師
に
中
村
敦
夫
さ

ん
を
お
招
き
し
て
開
催
し
ま
し
た
。
人
権
差
別
の

問
題
を
ミ
ク
ロ
で
は
な
く
世
界
か
ら
の
視
点
で
グ

ロ
ー
バ
ル
に
捉
え
、
各
差
別
の
歴
史
的
背
景
な
ど

わ
か
り
や
す
く
お
話
し
て
く
だ
さ
り
、
人
権
に
つ

い
て
考
え
る
良
い
機
会
と
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
人
権
推
進
課
（
内
線
二
七
〇
）
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・
内
容
が
わ
か
り
や
す
く
丁
寧
に
お
話
い
た

だ
き
ま
し
た
の
で
と
て
も
よ
か
っ
た
で
す
。

今
の
世
界
の
問
題
点
も
わ
か
り
や
す
く
理
解

で
き
ま
し
た
。
も
っ
と
多
く
の
方
々
に
も
聞

い
て
い
た
だ
い
た
ら
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
し

た
。
輊
人
権
軫
の
問
題
が
広
き
に
渡
る
こ
と

が
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。（
五
十
代
）

・
一
番
の
人
権
侵
害
は
生
命
に
関
す
る
こ
と

で
富
を
追
求
し
た
ゆ
え
の
戦
争
で
あ
る
と
認

識
し
ま
し
た
。
世
界
の
い
ろ
い
ろ
な
国
で
あ

っ
た
差
別
を
お
し
え
て
い
た
だ
き
、
上
辺
で

し
か
み
て
い
な
い
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。

（
五
十
代
）

・
差
別
は
根
が
深
く
歴
史
の
問
題
。
知
ら
な

い
か
ら
差
別
を
し
て
い
る
。
社
会→

人
権→

差
別
と
の
お
話
を
聞
き
、
今
現
在
に
お
い
て

も
理
由
な
き
差
別
を
し
て
い
る
。
程
度
の
低

い
社
会
だ
と
思
う
。
こ
れ
が
な
く
な
れ
ば
ほ

ん
と
う
の
平
和
な
社
会
に
な
る
の
で
は
な
い

か
な
ぁ
と
思
う
。（
六
十
代
）



※行事実施日に大雨洪水・暴風警報が発令された場合、中止することがありますのでご了承ください。 

（２００６.２） 
健診／予防接種名 日　時 対　象 内　容／その他 

成
人
保
健 

母
　
子
　
保
　
健 

予
防
接
種 

そ
の
他 

基本健康診査 
大腸がん検診 

子宮がん検診 

健康相談 
栄養相談 

乳児後期健診 

　３種混合予防接種 
　（ジフテリア、破傷風　 
　　　百日せき）　 

精神保健福祉相談 
Ｂ型・Ｃ型肝炎抗体検査 

献　血 

離乳食講習会 

４か月児健康診査／ＢＣＧ予防接種 

１歳６か月児健康診査 
３歳６か月児健康診査 
ニコニコうさぎ健診 

地域リハビリ教室 

毎月第１～４金曜日 
午後１時～２時半 

ご自分の健康に関して疑問や不安がありましたら、いつでもお気軽に 
ご相談ください。但し、医師への相談は電話での予約が必要です。 

２月１日貉 平成17年９月生 
３月１日貉 平成17年10月生 

身体計測、内科診察、個別相談、ブックスタート、ＢＣＧ予防接種 
（希望者）。対象の方には個別通知（時間指定）します。 

２月22日貉 
午後０時半～１時半 平成16年７月生 

身体計測、内科診察、歯科診察（カリオスタット検査）、 
個別相談など。対象の人には個別通知（時間指定）します。 

２月８日貉 
午後０時半～１時10分 平成14年７月生 

２月23日貅 
午後０時45分 
　～１時35分 

平成15年７月生 

歯みがき教室 ２月23日貅 
午後１時～１時20分 

平成15年６月生 
平成16年６月生 

第１期（３種混合）は、生後６か月～７歳６か月（できるだけ生後 
３歳まで）の間に計４回。▼初回接種＝生後６か月に達したら約４ 
週間隔で３回。▼追加接種＝初回接種の３回終了後１年～１年半の 
間に１回。第２期（ジフテリア、破傷風）は、11歳以上13歳未満 
（小学６年生）の人に１回。携行品は母子手帳、印鑑、筆記用具。 
※保健センターへお越しの際はコミュニティバスをご利用ください。 

ＢＣＧ予防接種 ２月１日貉 
午後２時～３時 

生後３か月～６か月未満の乳児。携行品は母子手帳、印鑑、筆記用具 
ツベルクリン反応検査はありません。 

第1水曜日午前9時 
半～10時半（要予約） 

大阪府泉佐野保健所へ 
お問い合せください。 

実施場所は大阪府泉佐野保健所（薀磆７７０１） 

２月16日貅イオンりんくう泉南ショッピング 
センター 
午前１０時～正午、午後１時～４時半 

大阪府下の当日と翌日の献血場所は薀0120- 
524133でご案内しています。 
▼問合せ＝泉南市献血推進協議会薀82-7615

事前予約が必要です。 
申込み・実施場所は大阪府泉佐野保健所（薀磆７７０１） 

２月3日貊、13日豺、20日豺、 
27日豺午後１時～ 

妊婦とその家族 
定員は15組（要予約） 

妊婦とその家族、生後4か 
月未満の乳児と保護者 

身体計測、内科診察、歯科診察、個別相談など。 
対象の人には個別通知します。 

２月20日豺 
午後１時～３時 

２月21日貂 
２月28日貂 
午後１時半 
　～２時半 

離乳期の乳児の 
保護者（要予約） 

両親教室の妊婦との交流。講習と試食。 
携行品は母子手帳、筆記用具。 

ぴよぴよサロン（育児相談） ２月24日貊 午後１時半～３時 
乳幼児と保護者 育児相談、身体計測。お気軽にお越しください。 

お母さん同士の会話も楽しみましょう。 

リトルままサロン ２月24日貊 午後１時半～３時 
妊産婦同士の情報交換、赤ちゃんの身体計測、 
育児相談。 

歯科健診、フッ素塗布（希望者）、個別相談、ミニ講座等。予約不要 
携行品は母子手帳、歯ブラシ、筆記用具、問診票、コップ。 
対象の人には個別通知（時間指定）します。 
ブラッシング指導。予約不要。 
携行品は、母子手帳、歯ブラシ、コップ、お茶、筆記用具。 
4日間で1コース。助産師講義、マタニティ体操、手作りおもちゃ、個別相談（保育、 
栄養、歯）、沐浴、なるべく5か月以降の安定期にご参加ください。 

病・医院の診察時間 満９か月～１歳未満 ４か月健診時に受診票をお渡ししますので、かかりつけの病・医院 
でお受けください。※但し、１歳を超えますと自己負担となります。 

毎月第１～３金曜日 
午後１時～２時半 

栄養士が個人のライフステージに応じた栄養に関する 
相談に応じます。但し、事前予約が必要です。 

▼40歳以上の市民 

▼40歳以上の市民 

▼上村老人集会場第1・3火曜日 
▼東信達老人集会場第2・4木曜日 
※午後２時から１時間半程度 

健康チェックと体操、レクリエーションを通して、 
体力の維持や閉じこもりの防止をめざします。 
参加をご希望される方は、直接会場へお越しくだ 
さい。 

40歳以上で簡単な集団 
体操に参加でき、自力 
または家族の送迎で来 
場することができる方 

リトルまま教室（両親教室） 

麻しん・風しん予防接種 随時。市内指定医療機関へ 直接申し込んでください。 
生後12か月～７歳６か月未満。今年度中に済ませてください。 
麻しん接種後４週間以上あけて風しんを接種します。 

（２歳６か月児歯科健康診査・親子教室） 

平成１７年１１月３０日をもって、本年度の医療機関での健診は終了しました。 
なお、平成１８年度（平成１８年４月以降）については、４月に発行する年間行 
事予定表にてご確認ください。 
▼問合せ＝保健センター 
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〜
一
緒
に
考
え
よ
う
！

親
子
の
き
ず
な
〜

妊
娠
中
の
今
、
新
し
い
家
族

を
迎
え
た
イ
メ
ー
ジ
づ
く
り
を

し
ま
せ
ん
か
？

▼
と
き
＝
三
月
十
二
日
豸
午
前

九
時
四
十
五
分
〜
正
午

▼
と
こ
ろ
＝
樽
井
公
民
館
三
階

多
目
的
ホ
ー
ル

▼
内
容
・
講
師
＝
①
講
義
「
家

族
の
か
た
ち
、
子
育
て
に
つ
い

て
」
・
前
川
登
代
美

ま
え
か
わ
と
よ
み

さ
ん
（
発

達
相
談
員
）
②
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
③
沐
浴
実
習

▼
対
象
＝
妊
婦
と
そ
の
夫
（
お

一
人
で
の
参
加
も
可
能
で
す
）

▼
定
員
＝
四
十
名

▼
費
用
＝
無
料

▼
主
催
＝
泉
南
市
地
域
家
庭
教

育
推
進
協
議
会

▼
そ
の
他
＝
一
時
保
育
は
問
合

せ
く
だ
さ
い

▼
申
込
み
＝
三
月
九
日
貅
ま
で

に
電
話
で
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
問
合
せ
＝
樽
井
公
民
館
、
保

健
セ
ン
タ
ー

平
成
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
、

麻
し
ん
・
風
し
ん
予
防
接
種
の

対
象
年
齢
が
次
の
と
お
り
に
な

り
ま
す
。

▼
第
一
期
＝
生
後
十
二
か
月
〜

二
歳
未
満

▼
第
二
期
＝
五
歳
〜
七
歳
未
満

で
、
小
学
校
に
入
る
一
年
前
か

ら
前
日
ま
で
の
児
童

▽
第
一
期
・
第
二
期
と
も
各
一

回
接
種

平
成
十
八
年
四
月
一
日
ま
で

に
麻
し
ん
ま
た
は
風
し
ん
の
予

防
接
種
を
受
け
た
方
に
つ
き
ま

し
て
は
、
来
年
度
以
降
は
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

今
年
度
中
に
両
方
の
接
種
を
済

ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

麻
し
ん
・
風
し
ん
予
防
接
種

と
も
四
週
間
あ
け
な
い
と
次
の

接
種
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー

「
内
臓
脂
肪
　
減
ら
し
て
防
ぐ
　
　

生
活
習
慣
病
」

二
月
一
日
か
ら
七
日
ま
で
は

「
生
活
習
慣
病
予
防
週
間
」で
す
。

が
ん
、
心
臓
病
、
脳
卒
中
、
糖

尿
病
、
歯
周
病
と
い
っ
た
生
活

習
慣
病
は
日
々
の
生
活
習
慣
の

積
み
重
ね
か
ら
発
症
し
ま
す
。

生
活
習
慣
を
見
直
す
こ
と
で
予

防
し
ま
し
ょ
う
。

肥
満
症
や
高
血
圧
、
高
脂
血

症
、
糖
尿
病
な
ど
は
、
そ
れ
ぞ

れ
が
別
の
病
気
で
は
な
く
、
内

臓
脂
肪
型
肥
満
が
原
因
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

内
臓
脂
肪
型
肥
満
に
よ
っ
て

い
く
つ
か
の
病
気
が
引
き
起
こ

さ
れ
や
す
く
な
っ
た
状
態
を
メ

タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
と

い
い
ま
す
。

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
が
進
行
す
る
と
、
動
脈
硬
化

に
よ
る
循
環
器
疾
患
を
ひ
き
お

こ
し
ま
す
。

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を

規
則
正
し
く
摂
り
、
適
度
な
運

動
を
す
る
習
慣
を
つ
け
、
十
分

な
休
養
を
と
り
、
適
正
な
体
重

を
維
持
し
、
健
診
を
受
診
し
自

分
の
検
査
値
を
知
る
こ
と
で
、

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

を
予
防
で
き
ま
す
。

保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
医
師
、

栄
養
士
に
よ
る
健
康
相
談
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
ご
自
分
の
健

康
に
関
し
て
疑
問
や
不
安
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。（
要
予
約
）

▼
問
合
せ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー

ア
ス
ベ
ス
ト
に
よ
り
健
康
に

不
安
を
お
持
ち
の
方
を
対
象
に

臨
時
肺
が
ん
検
診
（
レ
ン
ト
ゲ

ン
直
接
撮
影
）
を
実
施
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
二
月
二
十
七
日
豺
午

前
九
時
半
〜
十
一
時
半
、
午
後

一
時
〜
三
時
（
要
予
約
）

▼
と
こ
ろ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
＝
四
十
歳
以
上
の
市
民

で
、
ア
ス
ベ
ス
ト
関
係
の
仕
事

に
つ
い
て
い
た
方
、
工
場
等
の

近
く
に
住
ん
で
い
て
健
康
に
不

安
を
お
持
ち
の
方
。
既
に
肺
が

ん
ま
た
は
中
皮
腫
の
診
断
を
受

け
て
い
る
方
は
除
き
ま
す
。

▼
費
用
＝
無
料

▼
申
込
み
＝
二
月
二
十
日
豺
ま

で
に
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

▼
問
合
せ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー

▽
栄
養
を
し
っ
か
り
と
っ
て
、

適
度
な
運
動
を
し
、
十
分
な
休

養
を
と
る
規
則
正
し
い
生
活
を

送
り
ま
し
ょ
う

▽
ウ
イ
ル
ス
の
侵
入
を
防
ぐ
た

め
に
、
う
が
い
を
し
ま
し
ょ
う

▽
手
に
ウ
イ
ル
ス
が
付
い
て
い

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
手

洗
い
を
し
ま
し
ょ
う

▽
一
時
間
に
一
回
は
窓
を
開
け

ま
し
ょ
う

▽
室
内
の
乾
燥
に
気
を
つ
け
ま

し
ょ
う

▽
人
の
多
い
と
こ
ろ
は
避
け
ま

し
ょ
う
。
外
で
は
マ
ス
ク
を
着

用
し
ま
し
ょ
う

▼
と
き
＝
二
月
二
十
一
日
貂
、

二
十
八
日
貂
午
後
一
時
半
〜
二

時
半

▼
と
こ
ろ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
＝
十
一
歳
以
上
十
三
歳

未
満
（
第
二
期
）
で
、
ま
だ
受

け
て
い
な
い
方

▼
携
行
品
＝
母
子
手
帳
、
筆
記

用
具

▼
問
合
せ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー
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申
込
・
問
合
せ
＝
蕕
祗
７
６
１
５

ジ
フ
テ
リ
ア
・
破
傷
風

の
予
防
接
種

麻
し
ん
・
風
し
ん
の
予

防
接
種
は
今
年
度
中
に

生
活
習
慣
病

予
防
週
間

子
育
て
講
座
「
プ
レ
ま

ま
　
プ
レ
ぱ
ぱ
教
室
」

か
ぜ
を

予
防
し
ま
し
ょ
う

臨
時
肺
が
ん
検
診
を

実
施
し
ま
す



ケーブルテレビのチャンネル９
では、泉州地域４市３町の地域情
報番組「わくわくりんくう」を映
像と文字番組で放送しています。
但し、視聴するにはケーブルテ

レビへの加入が必要です。また、
視聴できない地域がありますので
ご了承ください。
▼1回目＝9:00～11:20（泉南市は10:20～）
▼2回目＝14:00～16: 20（泉南市は15:20～）
▼3回目＝22:00～0:20（泉南市は23:20～）
※放送時間が４月から変更となっています。
▼ケーブルテレビへの加入に関する問合せ＝譁ジェイ
コム関西・りんくう局（薔０１２０－０８９－３４４）
▼問合せ＝情報管理課（内線２２７）

２月１日貉 
　　～ 
２月１４日貂 

２月１５日貉 
　　～ 
２月２８日貂 

青少年の健全育成を目的として、毎 
年実施している泉南市青少年吹奏楽 
団と大阪府警察音楽隊のジョイント 
コンサートの様子をお伝えします。 

最近注目を集めつつあるいずみのタ 
コを賞味できるイベントです。毎年 
登場する変わり種の凧あげ大会の様 
子もレポーターがお伝えします。 

ふれあい 
メロディー 
コンサート 

第３回泉南 
凧たこフェ 
スティバル 

10

過去から未来へ引き継がれる足跡
熊野街道ウォーク

これまで図書館・文化ホール前広場で行われてき
たクリスマスイルミネーションが、今回から装いも
新たに、あいぴあ正面玄関で行われました。３本の
掲揚ポールに飾られたイルミネーションはさながら
大きなツリーをイメージさせてくれ、明滅とともに
風に揺れる電球は幻想的な光を放っていました。そ
の彩りに思わず立ち止まり、しばらく眺めていかれ
る方もいらっしゃいました。北風に急きたてられる
様に過ぎていく師走ですが、少し寒さを我慢しての
んびりと光の樹林に目をやり、心落ち着かせてみる
のも良いものではないでしょうか。（１２月２１日）

寒い夜にほっと一息
クリスマスイルミネーション
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大阪再発見プログラム実行委員会主催による熊野街道ウォークが、９月の京都市、１０月の大阪市に続いてこ
の日泉南市で行われました。冬の寒さが身にしみる日和でしたが、防寒装備でありながらも歩きやすい服装で、
泉南市はもとより電車を利用して各地から参加される方々がたくさんみられました。参加者は、当時の衣装を身
につけた平安衣装女人衆に見送られ樽井駅前を出発、泉南市内の各神社仏閣等での説明に熱心に耳を傾け、平安
時代から始まったとされる熊野参詣道の先人たちの足跡を辿り、昼食会場となった海会寺跡では、那智勝浦町か
ら贈られたマグロ汁に体の芯から暖まっておられたようです。 （１２月１１日）

笊
石
綿
の
排
除
に
取
り
組
み

ま
す労

働
安
全
衛
生
法
施
行
令

の
改
正
に
よ
り
、
石
綿
含
有

製
品
の
製
造
が
禁
止
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
泉
南

市
火
災
予
防
条
例
の
条
文
中

の
「
石
綿
」
が
削
除
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

石
綿
が
深
刻
な
健
康
被
害

と
社
会
不
安
を
も
た
ら
し
て

い
ま
す
。
当
消
防
本
部
で
は
、

立
ち
入
り
検
査
時
や
消
防
用

設
備
完
成
検
査
時
に
石
綿
含

有
製
品
の
使
用
が
確
認
さ
れ

た
場
合
に
は
、
関
係
者
に
対

し
、
石
綿
を
含
有
し
な
い
製

品
等
へ
の
代
替
え
を
働
き
か

け
て
い
ま
す
。

市
民
の
皆
様
に
は
、
石
綿

の
排
除
に
前
向
き
に
取
り
組

ん
で
頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

笆
火
災
警
報
の
発
令
中
に
お

け
る
火
の
使
用
制
限

盧
山
林
、
原
野
等
の
火
入
れ

の
禁
止
・
花
火
の
禁
止

盪
屋
外
の
火
遊
び
ま
た
は
た

き
火
、
可
燃
物
等
の
付
近
で

の
喫
煙
禁
止

蘯
残
火
の
こ
り
び

（
た
ば
こ
の
吸
殻
等
）、

取
灰
と
り
ば
い

ま
た
は
火
粉
ひ
の
こ

の
始
末

盻
屋
内
で
裸
火

は
だ
か
び

を
使
用
す
る

際
は
、
窓
、
出
入
り
口
を
閉

じ
て
行
う
こ
と

さ
ら
に
今
回
は
、
山
林
、

原
野
等
で
の
喫
煙
禁
止
が
追

加
さ
れ
、
林
野
火
災
予
防
に

ご
協
力
を
お
願
い
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

市
民
の
皆
様
に
は
、
こ
れ

か
ら
春
先
に
か
け
て
火
災
が

多
発
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

ま
す
の
で
、
火
の
取
り
扱
い

に
注
意
し
、
火
の
用
心
を
心

掛
け
ま
し
ょ
う
。

▼
問
合
せ
＝
泉
南
市
消
防
本

部
薀
祕
０
１
１
９

泉
南
市
火
災
予
防
条
例
を
改
正
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平成１７年４月にNPO法人さんさん泉南が設立
され、その活動の一環として「さんさんファーム」
をこのたび立ち上げられました。聞き馴染みのな
い砂栽培ですが、まさに海の砂を土壌としたビニ
ール栽培で連作による作物への被害がでないのが
特徴で、何より腰の高さに設置された砂だなで作
業ができ、その間隔も車椅子が通れるスペースを
設け障害者の方々が活動しやすいハウスとなって
いました。中ではみず菜やサラダ菜、チンゲン菜、
ほうれん草が芽をふきはじめており、関係者の
方々は、ゆくゆくは収益をあげて障害者の方々が
自立できるよう給料保障をめざし、今後は、栽培
は勿論のこと販売経路の確保など、解決すべき問
題も多いが是非頑張っていきたいと抱負を語って
いただきました。 （１２月８日）

障害者の自立のために

砂栽培さんさんファーム

大阪府警察音楽隊と泉南市青少年吹奏楽団のジ
ョイントコンサートが文化ホールで開催されまし
た。このコンサートは音楽を通して、青少年の健
全育成をめざし開催されました。演奏会は３部構
成で行われ第１部で泉南市青少年吹奏楽団のシン
フォニア・ノビリッシマを幕開けに日本民謡メド
レーなど４曲、第２部では大阪府警察音楽隊のラ
ストクリスマス、大阪の歌メドレーなど６曲が、
そして３部の合同演奏ではディズニーメロディー、
マツケンサンバⅡなど７曲が披露されました。曲
目もポピュラーや民謡、昔なつかしい曲など多種
多様で、吹奏楽団が奏でる迫力ある演奏に観客の
皆さんも手拍子を送り、ホール全体が盛り上がっ
た雰囲気に包まれていました。 （１２月１８日）

クリスマスシーズンを彩る
ふれあいメロディコンサート
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静かな竹林の斜面に、ひっそりとたたずむ

「宮さん」で、通称「げんろくさん」。堀河地区

にある氏神さんのひとつです。石灯籠には「宝

暦二（１７５２）年」と年号が刻まれており、

２５０年以上の歴史があることがうかがえます。

堀河地区の人々は、昭和３８（１９６３）年

のダム建設着工によりほとんどの世帯が移転し

ましたが、この「げんろくさん」には今でも正

月などにお参りにくる人もあるとのこと。「げん

ろくさん」を通じて、今も地区の結びつきは続

いているそうです。

泉南市に関係し、所有者が大切に思い、活用したいと強く思うものであれば「せんなんのたからもの」。

教育委員会ではみなさんがお持ちの「せんなんのたからもの」を募集しています。
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